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optoNCDT - レーザ変位測定における最高の精度
レーザセンサoptoNCDTシリーズは、工業分野におけるレーザ変位センサとして数々の
マイルストーンとなってきました：このセンサの特徴は、寸法、測定レート、機能性、そして
何よりも高い精度です。現在のポートフォリオには、各クラスにおける最高レベルの多数
のセンサモデルが含まれており、オートメーション、インライン品質検査、機械製造におい
て確かな信頼性を発揮します。

コンパクト、軽量、コントローラ内蔵
により、統合が容易に

高精度・高測定レート 
で最高クラスの要件に対応

極小部分に対応した小さな光スポット（円形）
金属面用の小径レーザライン

測定範囲 2～1000 mm
最小部分と大きな距離に対応 

赤色レーザと特許を取得した青色レーザ
多数の測定タスクに対応

すべての測定対象物および表面に確実に対応

三角測量式レーザセンサ
optoNCDT
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総合案内
4～5 技術

6～7 特徴

8～9 応用例

     コンパクト・センサ 測定範囲 分解能 /  
再現性 直線性 測定レート 反射タイプ 測定対象物

10～11 optoNCDT 1220 10～50 mm 1 µm * 0.10 % 最大1 kHz 拡散 汎用

12～13 optoNCDT 1320 10～100 mm 1 µm * 0.10 % 最大2 kHz 拡散 汎用

14～15 optoNCDT 1420 10～500 mm 0.5 µm * ≧ 0.08 % 最大4 kHz 拡散 汎用

     精密なオートメーション化のためのセンサ

16～17 optoNCDT 1900 2～500 mm 0.1 µm * ≧ 0.02 % 最大10 kHz 拡散 汎用

     産業用Ethernetインターフェース内蔵のセンサ
18～19 optoNCDT 1900 2～500 mm 0.1 µm * ≧ 0.02 % 最大10 kHz 拡散 汎用

     ハイパフォーマンス・センサ

20～21 optoNCDT 2300 2～300 mm 0.03 µm ≧ 0.02 % 最大49.14 kHz 拡散 / 直接 汎用

     金属面に対応した小径レーザラインを照射するセンサ

22～23 optoNCDT 1420LL 10～50 mm 0.5 µm * ≧ 0.08 % 最大4 kHz 拡散 金属

24～25 optoNCDT 1900LL 2～50 mm 0.1 µm * ≧ 0.02 % 最大10 kHz 拡散 金属

26～27 optoNCDT 1900LL Fieldbus 2～50 mm 0.1 µm * ≧ 0.02 % 最大10 kHz 拡散 金属

28～29 optoNCDT 2300LL 2～50 mm 0.03 µm ≧ 0.02 % 最大49.14 kHz 拡散 金属 

     青色レーザセンサ

30～31 optoNCDT 1710BL 50 / 1000 mm 7.5 µm ≧ 0.10 % 最大2.5 kHz 拡散
赤熱光 / 有機 /

透明
32～33 optoNCDT 1750BL 20～750 mm 0.8 µm * ≧ 0.06 % 最大7.5 kHz 拡散

34～35 optoNCDT 2300BL 2～50 mm 0.03 µm ≧ 0.02 % 最大49.14 kHz 拡散 / 直接

     反射する測定対象物用レーザセンサ

36～37 optoNCDT 1750-DR 2～20 mm 0.1 µm * 0.08 % 最大7.5 kHz 直接 反射

38～39 optoNCDT 2300-2DR 2 mm 0.03 µm 0.03 % 最大49.14 kHz 直接 反射

    長いオフセット距離と測定範囲のロングレンジ・センサ

40～41 optoNCDT 1710 / 1760 50 / 1000 mm 7.5 µm以上 0.10 % 最大2.5 kHz 拡散 汎用

42～43 optoNCDT 1750 500 / 750 mm 20 µm * ≧ 0.07 % 最大7.5 kHz 拡散 汎用

44～45 optoNCDT 2310 10～50 mm 0.5 µm 0.03 % 最大49.14 kHz 拡散 汎用

    付属品
46～51 ケーブル、保護ハウジング、インターフェースモジュール

* 繰り返し性に相当
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optoNCDT - 工業用およびオートメーション用の精密な測定
optoNCDTセンサは、ファクトリーオートメーションにおける工場オー
トメーション化や、機械やシステムでの測定タスクに対応します。堅牢
なレーザセンサは、コントローラが内蔵されたコンパクト設計のセン
サです。これにより、狭い組立スペースでのロボットへの取り付け・配
線が容易になります。高性能のセンサによって、高い測定レートで正
確な測定値を提供します。

レーザ三角測量の測定原理
三角測量式レーザセンサは、可視光線の点を測定対象の表面に投影
するレーザダイオードを採用しています。反射される光線は、受光レン
ズを介して、位置感度を有するエレメントに投影されます。光点の位
置が変化すると、受信エレメント上の変化がトレースされ、解析されま
す。

測定終了距離

測定
エレメント

レーザダイオード
（赤/青）

測定開始距離

測定中心距離

高精度
ガラスレンズ

フィルタ

革新的な青色レーザセンサ
optoNCDTのBL（Blue Laser）モデルでは、波長が短いためターゲット
に透過することのない、青紫色のレーザ光が測定に使用されていま
す。光スポットはシャープに結像されるため、安定した精密な測定結
果を得ることができます。青色レーザ技術は赤熱金属や有機対象物、
透明な対象物に用いられます。

自動溶接システムにおける溶接ヘ
ッドの自動位置決め： 赤色光線に
よる影響は受けません 
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プラスチック部品の位置検査： 
青色レーザ光は材料に浸透せず、
センサ素子にシャープに結像さ
れます。

多様な測定タスクに対応した多数の測定範囲
optoNCDTシリーズの三角測量式レーザセンサは、非常に小さな光
スポットで測定対象物までの長い距離を測定します。測定開始点まで
の距離が長いため、高温の金属など、クリティカルな表面であっても、
非接触測定が可能になります。85種類以上の標準モデル（測定範囲
2～1000mm）で業界の幅広い用途に対応致します。

特許を取得した青色レーザテクノロジー
Micro-Epsilonは、青色レーザセンサを使用した700℃以上の赤
熱金属や、プラスチック、接着剤、ガラスなどの透明な物体の測定
タスクについて、特許を取得しました。optoNCDT Blueレーザモ
デルは、これらの表面上で優れた信号安定性を実現し、正確な測
定結果を得ることができます。

工業用およびオートメーション用レーザセンサ
optoNCDT



鏡面での精密な距離測定に対応した直接反射型センサ
従来の三角測量式レーザセンサは、拡散反射する表面用に設計されています。反射プラス
チック、ミラーガラス、研磨された金属面などの鏡面では、レーザの入射角および反射角が
等しくなるようにセンサを配置する必要があります。Micro-Epsilonは、高精度と信号の安定
性を確保するため、直接反射面に特殊アライメント（DR）を施したセンサを提供致します。 

金属面で信頼性の高い測定を行うためのレーザラインセンサ
optoNCDT LLセンサは小径レーザラインで動作します。レーザラインと特殊なソフトウェア
アルゴリズムが、金属面の表面粗さ、キズ、窪み、細孔などによる障害を補正します。それに
よって、optoNCDT LLセンサは、金属の測定タスクにおける最高の精度を実現します。

粗く模様のある表面は、レーザスポットの干渉が生じ
たり（左）、センサ素子上に不正確な結像ができたりす
る原因となります。この効果は、とりわけ金属表面で発
生します。optoNCDT LLセンサの小径レーザラインは、
この効果を補正し（右）、金属面での安定した測定を実
現します。

optoNCDT 2300-2DR センサは直接反射を利用し、
反射防止コーティングが施されたガラスの距離測
定に使用されます。
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安全な距離からの測定用のロングレンジ・センサ
測定タスクの中には、大きな測定範囲を必要とするものや、測定対
象物までの距離が長いものがあります。Micro-Epsilonのロングレン
ジ・センサは、大きな測定範囲と長いオフセット距離を兼ね備えてい
ます。そのため、このセンサは安全な距離から高精度で測定を行うこ
とができます。
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金属やセラミックなど

回路基板やPCBなど

すりガラスやプラスチックなど

Webインタフェースを使用したユニークな操作コンセプト
optoNCDTセンサは、直感的なWebインターフェースを介して操作す
ることができます。そのためにはセンサをPCに接続し、Webインター
フェースをブラウザで呼び出します。Webインターフェースは快適な
ユーザインターフェースを備え、ピーク選択、フィルタ、ビデオ信号のマ
スキングなど、測定値や信号を処理する様々な方法を提供できます。

多様な用途に対応し、精密
optoNCDT

プリセットを用いて、特定の測定対象物
に対してあらかじめ定義されたセンサ設
定を素早く簡単に適用できます。

品質スライダで、プロセス/測定ダイナミクスに関する
信号評価を特定することができます。その際に、選択
した設定に応じてセンサの測定レートと平均化が調
整されます。

承認された精度：校正記録書
optoNCDTセンサ・シリーズの性能の記録と
して、納品前に全てのセンサは、校正され、
校正記録書が付属されています。この記録書
は、精度の証明として納入品に同梱されてい
ます。

マルチトラック測定および厚み測定に対応した同期型センサ
1つのトラックで複数のレーザセンサを使って測定する場合や、厚さを測定する場合は、同期が
必要となります。同期によって測定値の記録およびセンサの測定値の確実な記録が、同時に可
能になります。同期機能を備えたoptoNCDTセンサは、様々な産業分野におけるマルチトラッ
ク測定や厚み測定に最適です。



極小の細部や構造を検知するための小さなスポット径
センサ内の特殊なレンズ配置によってレーザビームが集光されると、
ターゲットの表面に小さな光点が形成されます。小さな光点は、高い
空間分解能のための必須条件であり、小さな物体や細部も確実に検
出することができます。測定範囲が小さいほど、光点も小さくなりま
す。Micro-Epsilonのレーザセンサの最小測定光点は、8.5×11μmで
す。

プリント回路基板製造におけるディスペンサーの高速位置決め

組立ロボットの高速位置監視

迅速な制御と位置決めタスクに最適 
反射率の低い表面や高速移動する測定対象物を測定するには、高い
測定レートが必要です。シリーズ2300のセンサは、同時のリアルタイ
ム表面補正で最高49 kHzの測定レートを達成します。

堅牢かつコンパクトなデザインのこのセンサは、トラバースシステム
やロボットの測定にも適しています。

容易な統合を可能にする産業用Ethernet
optoNCDT1900センサには産業用Ethernetが内蔵されていま
す。EtherCAT、EtherNet/IP、PROFINETを介して、センサを産業用
Ethernetにダイレクトに統合することができます。信号変換は、インタ
ーフェースモジュールを追加することなくセンサ内で直接行われ、完
全な性能を発揮します。

アクティブ表面補正（Active-Surface-
Compensation）が、測定対象物の色や
輝度に影響されることなく距離信号を
安定して制御します。

リアルタイム表面補正（Real-Time-
Surface-Compensation）は、反射特性
が変化してもこれを同じ測定サイクル
内で補正します。その際に、個々のレー
ザパルスを測定対象物の表面特性に応
じてリアルタイムで制御します。 

アドバンスト・リアルタイム表面補正
（Advanced Real-Time-Surface-Com-

pensation）は、ダイナミックレンジを拡張
したことにより、より正確なリアルタイム
表面補正を可能にします。これによって
反射率のばらつきが最大限に補正され、
高精度で安定した測定値が得られます。

アドバンスト表面補正（Advanced-
Surface-Compensation）は新しいアルゴ
リズムで機能し、測定が困難な表面でも
安定した測定結果が得られます。
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変化する表面でも高精度
optoNCDTセンサにはインテリジェントな制御機能が搭載されてお
り、測定対象物の色や輝度に影響されることなく、明暗の高速な変化
において高い信号安定性を確保します。これによって、現在実行中ま
たは次の露光サイクルに合わせて、露光時間や光量が最適に調整さ
れます。この制御機能のおかげで、動的な測定時でも外れ値のない滑
らかな信号波形が実現されます。

mm

t

mm

t

mm

t

mm

t

比較：表面補正を行ったoptoNCDTセンサ（左）と、反射の変化によって誤計測を
起こした従来のセンサ（右）。
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プレス時のシートメタル送りのモニタリング
プレス工場での成形時には、存在検知と精確なシートメタル位置の
検知が必須になります。そのために、シートメタル上のスタンパーの
間を三角測量式レーザセンサで測定します。その際に、オイルミスト、
振動、衝撃がある中でも限られた設置スペースで高い測定精度を実
現することが課題となります。測定ギャップが非常に小さいため、それ
に合わせてレーザの直径を小さくする必要があります。
センサ：optoNCDT 1420

測定機械のセンサヘッドの位置決め
optoNCDT 三角測量式レーザセンサは、測定ヘッドの高速位置決め
タスクをサポートします。高度に開発されたセンサ技術により、レー
ザセンサが測定ヘッドの迅速かつ正確な位置決めを可能にします。
センサ：optoNCDT

プリントヘッドポジショニングと焦点制御
プリントプロセスでは、プリントヘッドをぴったり精確にポジショニン
グできるかどうかで最終製品の品質が決まります。材質に関わらず表
面までの距離を素早く捉え、エッジを確実に検知することにより、迅速
な再調整が可能です。
センサ：optoNCDT 1420

基板プリントにおける高分解能による精密なポジショニング 
回路基板のプリント、はんだ付け、取り付けの際には、プロセスの正し
い遂行のためのプリントヘッド高さの精密なポジショニングが不可欠
です。optoNCDTシリーズのレーザセンサは、プリントヘッドの精密な
ポジショニングを可能にします。このセンサは、表面反射の影響を受
けることなく正確に測定を行い、この測定結果は高さの再調整やエッ
ジ検出にも使用されます。
センサ：optoNCDT 1420

optoNCDT レーザセンサ：アプリケーション例
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車体の位置検出
自動化された車体加工プロセスでは、加工ツールに対して正確に位
置を把握する必要があります（ドリル、パンチ、モジュールの組付け）。
三角測量式レーザセンサは、金属面での高精度な距離測定に使用さ
れます。
センサ：optoNCDT 1420

反射防止コーティングが施されたガラスでの距離測定
Micro-Epsilonのレーザ光学式変位センサは、反射防止コーティング
が施されたガラスのコーティング工程において、うねりや歪みなどの
不規則性を検出します。コーティングが施されたガラスの表面の平面
度は、複数の測定トラックで測定されます。optoNCDT 2300-2DRセン
サは、特許取得済みの青色レーザ技術によってコーティングが施され
たガラス表面で高い測定精度を実現します。 
センサ：optoNCDT 2300-2DR

高速路線の摩耗測定
高速道路のテストには、特殊な測定用台車が使用されます。その台車
の中に組み込まれるoptoNCDT 1900LLシリーズのレーザ変位センサ
が、トラックまでの距離を高い測定レートで検出します。小さなレーザ
ラインによって不規則性が補正され、滑らかな測定値カーブが生成さ
れます。これは特に、縦方向の傾向を把握するのに適しています。堅牢
なセンサは、変動する反射や周辺光の影響をほとんど受けません。 
センサ：optoNCDT 1900LL

全自動レーザ溶接時の距離制御
全自動溶接システムでは、溶接ヘッドの位置決めによって接合部の品
質が決定します。そのため、溶接ヘッドを適切な距離に配置するため
に、optoNCDT 1900シリーズのレーザセンサが使用されます。これら
のセンサは、鋼板までの距離を高精度かつダイナミックに測定します。
レーザセンサは、このクラスでは最高の周辺輝度に対する耐性を持
ち、溶接ヘッドの距離制御に最適です。 
センサ：optoNCDT 1900



測定範囲 測定開始距離 Y
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optoNCDT 1220は、変位や距離、位置を正確に測定するためのコン
パクトな三角測量式レーザセンサです。10～50mmの測定範囲を持つ
レーザセンサは、高い測定精度と1kHzまでの調整可能な測定レート
を備えています。アナログ出力のほか、RS422インターフェースも装備
され、完全な測定レートでの距離値の出力が可能です。

コントローラを内蔵し非常にコンパクトであるため、このセンサは、狭
いスペースにも取り付け可能です。またこのレーザセンサは、軽量で
あるため特に加速度の高い用途、例えば、工業印刷機やロボットアー
ムなどにおける用途に適しています。

アクティブ表面補正(Active-Surface-Compensation = ASC)により、距
離信号を、測定対象物の色や輝度に依存することなく、安定した制御
が可能です。運転開始も機能ブタンやWEBインターフェースを用いて
迅速かつ容易に実施できます。

optoNCDT 1220は形状、汎用性、測定精度を組み合わせたユニーク
な製品です。優れた対費用効果により、このセンサは自動化タスクや
OEMでの大量生産に最適です。

（単位mm、図は縮尺通りではない）
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量産用途に対応したコンパクトなレーザセンサ
optoNCDT 1220

通常の表面用

最大1 kHzの測定レート

アナログ (I) / RS422

アクティブ表面補正

1 µmの繰り返し性

量産やOEM用途に最適

質量が小さく、高い加速度に
理想的

2x M3用ネジ穴
又はM2用のス
ルーホール

他の光源や反射光、反射
などがあってはならない領域

必要な取付け
空間の境界線

レーザ光線
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モデル ILD1220-10 ILD1220-25 ILD1220-50

測定範囲 10 mm 25 mm 50 mm

測定開始距離 20 mm 25 mm 35 mm

測定中心距離 25 mm 37.5 mm 60 mm

測定終了距離 30 mm 50 mm 85 mm

測定レート 1) 3段階設定可: 1 kHz / 0.5 kHz / 0.25 kHz

直線性 
< ±10 µm < ±25 µm < ±50 µm

< ±0.10 % FSO

再現性 2) 1 µm 2.5 µm 5 µm

温度安定性 3) ±0.015 % FSO / K

スポット径  
(±10 %)

測定開始距離 90 x 120 µm 100 x 140 µm 90 x 120 µm

測定中心距離 45 x 40 µm 120 x 130 µm 230 x 240 µm

測定終了距離 140 x 160 µm 390 x 500 µm 630 x 820 µm

最少直径 24mmの場合45 x 40 µm 31mmの場合55 x 50 µm 42mmの場合70 x 65 µm

光源 半導体レーザ < 1 mW、670 nm (赤)

レーザ安全クラス DIN-EN 60825-1: 2015-07に準拠したクラス2

許容周囲光 4) 20,000 lx

電源電圧 11～30 DC V

消費電力 < 2 W (24V)

入力信号 HTL レーザ オン/オフ x 1;
HTL 多機能入力 x 1; トリガ入力 / ゼロ設定 / ティーチ

デジタルインターフェース RS422 (16 bit)

アナログ出力 4～20 mA（12ビット; 測定範囲内でスケーラブル自在） 5)

スイッチング出力 1 x エラー出力 npn、pnp、push pull

接続 付属ケーブル2 m、オープンエンド、固定設置時最小げ半径30 mm

取り付け 固定用スルーホール2か所でネジ止め

温度範囲
保管時 -20 … +70 °C (結露厳禁)

運転時 0 … +50 °C (結露厳禁)

衝撃（DIN EN 60068-2-27） 3軸で15 g/6 ms（衝撃1000回当たり）

振動 (DIN EN 60068-2-6) 3軸で20 g / 20～500 Hz（2方向当たりおよび10サイクル当たり）

保護等級 (DIN EN 60529) IP65

材質 アルミハウジング

質量 約 30 g (ケーブル除く)、約 110 g (ケーブル込み)

制御と表示素子
キーの選択：ゼロ / ティーチ / 工場出荷時の設定;

セットアップ用Webインターフェース 6);
電源/ステータス用 2 x カラーLED

FSO = 測定範囲のフルスケール出力    
上記データは白色の拡散反射面（ILDセンサ用のMicro-Epsilonの基準セラミック）に適用されます 
1) 工場出荷時の設定　1 kHz、工場出荷時の設定の変更には、IF2001 / USB コンバータ (付属品を参照)が、必要です
2) 測定レート 1 kHz、中央値 9
3) 金属製センサホルダに取り付けた場合のみ、規定値が得られます。センサからホルダへの良好な放熱を確保する必要があります。 
4) 光源の種類：白熱球
5) D/A変換は12ビットで行われる
6) PCへの接続はIF2001/USB（付属品を参照）を介して
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量産用途に対応したコンパクトなレーザセンサ
optoNCDT 1220



測定範囲 測定開始距離 Y

10 20 10

25 25 21

50 35 28

100 50 46

optoNCDT 1320は、正確な測定技術を始めるのに適したコンパクト
な三角測量式レーザセンサです。このシリーズは、変位、距離、位置を
記録するために用いられます。コントローラは、ハウジングに内蔵され
ており、設置作業が非常に簡単です。 

非常にコンパクトであるため、このセンサは、狭いスペースに設置する
ことができますoptoNCDT 1320は軽量であるため、ロボットアームや
自動挿入機など高い加速度がかかる用途に最適です。 

optoNCDT 1320は、高い測定精度と2 kHzまで設定可能な測定レート
を提供します。アクティブ表面補正(Active-Surface-Compensation = 
ASC)により、距離信号を、測定対象物の色や輝度に依存することなく、
安定した制御が可能です。

小さくシャープに投影された測定スポットのおかげで、極小の物体で
も確実に検出できます。

ユニークな操作コンセプト
optoNCDT 1320モデルでは、センサの多機能ボタンを用いれば直ち
に試運転できます。必要な場合はウェブインターフェースを介して、追
加センサの設定を行うことができます。Webインターフェース内のプリ
セット「標準」、「変化する表面」、「浸透する材料」により、時間をかけて
最適化することなく、正確な測定結果を得ることができます。品質スラ
イダを用いて、センサを静的プロセスや動的プロセスに合わせること
ができます。 

（単位mm、図は縮尺通りではない）

2x M3用ネジ穴
又はM2用のス
ルーホール

他の光源や反射光、
反射などがあって
はならない領域

必要な取付け
空間の境界線

レーザ光線
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工業用およびオートメーション用のコンパクトなレーザセンサ
optoNCDT 1320

通常の表面用

最大2 kHzの測定レート

アナログ (I) / RS422

アクティブ表面補正

1 µmの繰り返し性

量産やOEM用途に最適

質量が小さく、高い加速度に
理想的



モデル ILD1320-10 ILD1320-25 ILD1320-50 ILD1320-100

測定範囲 10 mm 25 mm 50 mm 100 mm

測定開始距離 20 mm 25 mm 35 mm 50 mm

測定中心距離 25 mm 37.5 mm 60 mm 100 mm

測定終了距離 30 mm 50 mm 85 mm 150 mm

測定レート 1) 4段階設定可: 2 kHz / 1 kHz / 0.5 kHz / 0.25 kHz

直線性
< ±10 µm < ±25 µm < ±50 µm < ±100 µm

< ±0.10 % FSO

再現性 2) 1 µm 2.5 µm 5 µm 10 µm

温度安定性 3) ±0.015 % FSO / K ±0.01 % FSO / K

スポット径 
(±10 %)

測定開始距離 90 x 120 µm 100 x 140 µm 90 x 120 µm

750 x 1100 µm測定中心距離 45 x 40 µm 120 x 130 µm 230 x 240 µm

測定終了距離 140 x 160 µm 390 x 500 µm 630 x 820 µm

最少直径 24mmの場合45 x 40 µm 31mmの場合55 x 50 µm 42mmの場合70 x 65 µm -

光源 半導体レーザ < 1 mW、670 nm (赤)

レーザ安全クラス DIN EN 60825-1: 2015-07に準拠したクラス2

許容周囲光 4) 30,000lx 20,000 lx

電源電圧 11～30 DC V

消費電力 < 2 W (24V)

入力信号 HTL レーザ オン/オフ x 1; 
HTL 多機能入力 x 1：トリガ入力 / ゼロ設定 / マスタ / ティーチ

デジタルインターフェース RS422 (16 bit) / PROFINET 5) / EtherNet/IP 5)

アナログ出力 4～20 mA；(12 bit；測定範囲内でスケーラブル自在) 6)

スイッチング出力 1 x エラー出力 npn、pnp、push pull

接続 付属ケーブル3 m、オープンエンド、固定設置時最小げ半径30 mm

取り付け 固定用スルーホール2か所でネジ止め

温度範囲
保管時 -20 … +70 °C (結露厳禁)

運転時 0 … +50 °C (結露厳禁)

衝撃（DIN EN 60068-2-27） 3軸で15 g/6 ms（衝撃1000回当たり）

振動 (DIN EN 60068-2-6) 3軸で20 g / 20～500 Hz（2方向当たりおよび10サイクル当たり）

保護等級 (DIN EN 60529) IP65

材質 アルミハウジング

質量 約 30 g (ケーブル除く)、約 145 g (ケーブル込み)

制御と表示素子
キーの選択：ゼロ / ティーチ / 工場出荷時の設定;

選択したプリセットによるセットアップ用Webインターフェース 7); 
電源/ステータス用のカラーLED x 2

FSO = 測定範囲のフルスケール出力
上記データは白色の拡散反射面（ILDセンサ用のMicro-Epsilonの基準セラミック）に適用されます
1) 工場出荷時の設定　1 kHz、工場出荷時の設定の変更には、IF2001 / USB コンバータ (付属品を参照)が、必要です
2) 測定レート 1 kHz、中央値 9
3) 金属製センサホルダに取り付けた場合のみ、規定値が得られます。センサからホルダへの良好な放熱を確保する必要があります。
4) 光源の種類：白熱球
5) インターフェースモジュール（付属品を参照）を介した接続
6) D/A変換は12ビットで行われます
7) PCへの接続はIF2001/USB（付属品を参照）を介して
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測定範囲 測定開始距離 Y

10 20 10

25 25 21

50 35 28

100 50 46

200 60 70

500 100 190

工業用およびオートメーション用のスマートなレーザセンサ
optoNCDT 1420

optoNCDT 1420は、コンパクトな三角測量式変位センサのクラスにお
いて、速度、サイズ、性能、汎用クラスユニークな組み合わせを提供し
ます。このセンサにはコントローラが内蔵されており、最大4 kHzの測
定レートにより高い測定精度が得られます。選択可能な接続タイプ、ケ
ーブル、ピグテールにより、センサの設置作業が最小限に抑えられま
す。アクティブ表面補正(Active-Surface-Compensation = ASC)により、
距離信号の安定的な制御を可能にします。センサの高性能レンズが
測定対象物上に小さな光スポットを投影するため、小さな部品や極小
の細部も確実に検出できます。アナログとデジタル出力信号により、セ
ンサをプラントや機械制御に組み入れることができます。 

ユニークな操作コンセプト、お客様固有の結果
optoNCDT 1420モデルは、拡張WEBインターフェースを用いて操作で
きます。測定タスクは、予め準備されているプリセットを用いて迅速に
設定できます。品質スライダを用いて、センサを静的プロセスや動的
プロセスに合わせることができます。セットアップ管理では、最多8つ
のユーザ固有のセンサ設定を保存し、エキスポートできます。ビデオ
信号の表示、信号ピークの選択、設定自在な信号平滑化により、測定タ
スクを最適化できます。ROI機能（Region of Interest）により、例えば、
バックグラウンドのノイズをフェードアウトできます。これにより残った
信号ピークを最適に調整することができます。

（単位mm、図は縮尺通りではない）

通常の表面用

最大8 kHzの測定レート

アナログ (U/I) / RS422 / 
PROFINET / EtherNet/IP

アクティブ表面補正

0.5 µmの繰り返し性

量産やOEM用途に最適

質量が小さく、高い加速度に
理想的
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モデル ILD1420-10 ILD1420-25 ILD1420-50 ILD1420-100 ILD1420-200 ILD1420-500

測定範囲 10 mm 25 mm 50 mm 100 mm 200 mm 500 mm

測定開始距離 20 mm 25 mm 35 mm 50 mm 60 mm 100 mm

測定中心距離 25 mm 37.5 mm 60 mm 100 mm 160 mm 350 mm

測定終了距離 30 mm 50 mm 85 mm 150 mm 260 mm 600 mm

測定レート 1) 6段階設定可: 8 kHz / 4 kHz  / 2 kHz / 1 kHz / 0.5 kHz / 0.25 kHz

直線性
< ±8 µm < ±20 µm < ±40 µm < ±80 µm < ±160 µm < ±500～±1000 µm

< ±0.08 % FSO < ±0.1～±0.2 % FSO

再現性 2) 0.5 µm 1 µm 2 µm 4 µm 8 µm 20～40 µm

温度安定性 3) ±0.015 % FSO / K ±0.01 % FSO / K

スポット径  
(±10 %)

測定開始距離 90 x 120 µm 100 x 140 µm 90 x 120 µm

750 x 1100 µm 750 x 1100 µm 750 x 1100 µm測定中心距離 45 x 40 µm 120 x 130 µm 230 x 240 µm

測定終了距離 140 x 160 µm 390 x 500 µm 630 x 820 µm

最少直径 24mmの場合 
45 x 40 µm

31mmの場合 
55 x 50 µm

42mmの場合 
70 x 65 µm - - -

光源 半導体レーザ < 1 mW、670 nm (赤)

レーザクラス DIN-EN 60825-1: 2015-07に準拠したクラス2 4)

許容周囲光 5) 50,000 lx 30,000lx 10,000 lx

電源電圧 11～30 DC V

消費電力 < 2 W (24V)

入力信号 HTL レーザ オン/オフ x 1; 
HTL 多機能入力 x 1：トリガ入力 / ゼロ設定 / マスタ / ティーチ

デジタルインターフェース RS422 (16 bit) / PROFINET 6) / EtherNet/IP 6)

アナログ出力 4～20 mA / 1～5 V ケーブル込み PCF1420-3 / U (16 bit; 測定範囲内でスケーラブル自在)

スイッチング出力 1 x エラー出力 npn、pnp、push pull

接続 付属ケーブル3 m、オープンエンド、固定設置時最小曲げ半径 30 mm あるいは 
付属ピッグテール 0.3 m 12ピンのM12プラグ付き(接続ケーブルについては付属品を参照)

取り付け 固定用スルーホール2か所でネジ止め

温度範囲
保管時 -20 … +70 °C (結露厳禁)

運転時 0 … +50 °C (結露厳禁)

衝撃（DIN EN 60068-2-27） 3軸で15 g/6 ms（衝撃1000回当たり）

振動 (DIN EN 60068-2-6) 3軸で20 g / 20～500 Hz（2方向当たりおよび10サイクル当たり）

保護等級 (DIN EN 60529) IP67

材質 アルミハウジング

質量 約 60 g（ピッグテール込み）、約 145 g（ケーブル込み）

制御と表示素子
キーの選択：ゼロ、ティーチ、出荷時設定; 

セットアップ用Webインターフェース 7)：選択可能なプリセット、ピーク選択、ビデオ信号、選択自在な平均化、 
データ圧縮、セットアップ管理; 

電源/ステータス用のカラーLED x 2
FSO = 測定範囲のフルスケール出力
上記データは白色の拡散反射面（ILDセンサ用のMicro-Epsilonの基準セラミック）に適用されます
1) 工場出荷時の設定　4 kHz、工場出荷時の設定の変更には、IF2001 / USB コンバータ (付属品を参照)が、必要です
2) 測定レート 2 kHz、中央値 9
3) 金属製センサホルダに取り付けた場合のみ、規定値が得られます。センサからホルダへの良好な放熱を確保する必要があります。
4) ご要望に応じて、レーザクラス1 (≤ 0.39 mW) でもお求めいただけます
5) 光源の種類：白熱球
6) インターフェースモジュール（付属品を参照）を介した接続
7) PCへの接続はIF2001/USB（付属品を参照）を介して
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次世代のレーザセンサ 
optoNCDT 1900は動的な変位・距離・位置測定に使用され、速度、サ
イズ、精度の比類ない組み合わせを提供します。内蔵された高性能コ
ントローラによって、測定値の処理と出力を素早く高精度で行うことが
できます。 

革新的な三角測量式レーザセンサ optoNCDT 1900は、自動化、自動
車生産、3Dプリント、三次元測定機などの分野で、最新テクノロジーを
駆使し、最高精度を実現するために採用されています。

容易な取付けとセットアップ
フィッティングスリーブを使った取り付けによって、センサが自動的に
正しい位置に配置されます。これにより、センサの交換が容易になり、
高い測定精度も得られます。 

インテリジェントな信号最適化による最高の安定性
信号を最適化するために、二段階の測定値平均化を史上初めて使用
することができます。これによって、エッジおよび段差で滑らかな信号
波形が得られます。特に可動部品の高速測定では、測定値平均化によ
って精確な信号波形が生成されます。

アドバンストサーフェス補正（Advanced Surface Compensation） - 
測定困難な表面のためのインテリジェントな露光制御
optoNCDT 1900は、インテリジェントな表面制御機能を備えていま
す。革新的なアルゴリズムによって、反射の変化により測定が困難な
表面でも安定した測定結果を得ることができます。さらに、この新しい
アルゴリズムは50,000ルクスまでの周辺光を補正します。そのため、こ
のセンサはクラス最高の外乱光安定性を備えており、照明が強い環境
でも使用することができます。

測定範囲 測定開始距離 X Y

2 15 23 3

6 17 27 9

10 20 33 14

25 25 33 33

50 40 36 45

100 50 37 75

200 60 39 130

500 100 43 215

精密な測定用のスマートなレーザセンサ
optoNCDT 1900

（単位mm、図は縮尺通りではない）

通常の表面用

最大10 kHzの測定レート

アナログ (U/I) / RS422 / 
PROFINET / EtherNet/IP

アドバンスト表面補正 

繰り返し性 < 0.1 µm

量産やOEM用途に最適

最高の耐外乱光安定性 

高い耐衝撃/振動性
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モデル ILD1900-2 ILD1900-6 ILD1900-10 ILD1900-25 ILD1900-50 ILD1900-100 ILD1900-200 ILD1900-500

測定範囲 2 mm 6 mm 10 mm 25 mm 50 mm 100 mm 200 mm 500 mm

測定開始距離 15 mm 17 mm 20 mm 25 mm 40 mm 50 mm 60 mm 100 mm

測定中心距離 16 mm 20 mm 25 mm 37.5 mm 65 mm 100 mm 160 mm 350 mm

測定終了距離 17 mm 23 mm 30 mm 50 mm 90 mm 150 mm 260 mm 600 mm

測定レート 1)
0.25～10 kHzの間で無段階設定可

7段階設定可: 10 kHz / 8 kHz / 4 kHz / 2 kHz /1.0 kHz / 500 Hz / 250 Hz

直線性 2）
< ±1 µm < ±1.8 µm < ±2 µm < ±5 µm < ±10 µm < ±30 µm < ±100 µm < ±400 µm

< ±0.05 % FSO  < ±0.03 % FSO < ±0.02 % FSO < ±0.03 % FSO < ±0.05 % FSO < ±0.08 % FSO

再現性 3) 0.1 µm未満 0.25 µm未満 0.4 µm未満 0.8 µm未満 1.6 µm未満 4 µm未満 8 µm未満 < 20～40 µm

温度安定性 4) ±0.005 % FSO / K

スポット径 
(±10 %) 5) 

測定開始距離 60 x 75 µm 85 x 105 µm 115 x 150 µm 200 x 265 µm 220 x 300 µm 310 x 460 µm

950 x 1200 µm 950 x 1200 µm測定中心距離 55 x 65 µm 57 x 60 µm 60 x 65 µm 70 x 75 µm 95 x 110 µm 140 x 170 µm

測定終了距離 65 x 75 µm 105 x 120 µm 120 x 140 µm 220 x 260 µm 260 x 300 µm 380 x 410 µm

最少直径 16mmの場合 
55 x 65 µm

20mmの場合 
57 x 60 µm

25mmの場合 
60 x 65 µm

35mmの場合 
65 x 70 µm

55mmの場合 
85 x 90 µm

75mmの場合 
120 x 125 µm - -

光源 半導体レーザ < 1 mW、670 nm (赤)

レーザクラス DIN EN 60825-1: 2015-07に準拠したクラス2 
ご要望に応じて、クラス3でもお求めいただけます

許容周囲光 50,000 lx 30,000lx 10,000 lx

電源電圧 11～30 DC V

消費電力 < 3 W (24V)

入力信号
HTL/TTL レーザ オン/オフ x 1; 

HTL/TTL 多機能入力 x 1：トリガ入力、スレーブ入力、ゼロ設定、マスタリング、ティーチ; 
RS422同期入力 x 1：トリガ入力、同期入力、マスタ/スレーブ、マスタ/スレーブ交互

デジタルインターフェース RS422 (18 bit) / PROFINET 6) / EtherNet/IP 6)

アナログ出力 4 ～ 20 mA / 0 ～  5 V / 0～10 V（16 bit; 測定範囲内でスケーラブル自在） 

スイッチング出力 スイッチング出力 x 2（エラー値と限界値）：npn, pnp, push pull

同期 同時測定と交互測定において可能

接続
付属ケーブル 3 m、オープンエンド、固定設置時最小曲げ半径 30 mm; 

あるいは付属ピッグテール 0.3 m(17ピンのM12プラグ付き）; 
オプションとして3 m / 6 m / 9 m / 15 mへの延長可(接続ケーブルについては付属品を参照)

温度範囲
保管時 -20 … +70 °C (結露厳禁)

運転時 0 … +50 °C (結露厳禁)

衝撃（DIN EN 60068-2-27） 3軸において 15 g / 6 ms

振動 (DIN EN 60068-2-6) 30 g / 20 … 500 Hz

保護等級 (DIN EN 60529) IP67

材質 アルミハウジング

質量 約 185 g（ピッグテール込み）、約 300 g（ケーブル込み）

制御と表示素子
キーの選択と機能：インターフェース選択、マスタリング（ゼロ）、ティーチ、プリセット、品質スライダ、周波数選択、出荷時設定; 

セットアップ用Webインターフェース 7)：用途別プリセット、ピーク選択、ビデオ信号、選択自在な平均化、 
データ圧縮、セットアップ管理; 

電源/ステータス用のカラーLED x 2
FSO = 測定範囲のフルスケール出力
上記データは白色の拡散反射面（ILDセンサ用のMicro-Epsilonの基準セラミック）に適用されます
1) 出荷時設定：測定レート 4 kHz、中央値 9; 出荷時設定の変更には、IF2001/USBコンバータ（付属品を参照）が必要です
2) デジタル出力に対して
3) 4 kHzおよび中央値 9による測定時の代表値
4)  測定中心距離内のデジタル出力に対して; 金属製センサホルダに取り付けた場合のみ、規定値が得られます。センサからホルダへの良好な放熱を確保する必要があります。
5) ガウシアンフィット（フル 1/e² 幅）による点状レーザを使ってスポット径を決定; ILD1900-2:　90/10ナイフエッジ法を模倣して決定
6) インターフェースモジュール（付属品を参照）を介した接続
7) PCへの接続はIF2001/USB（付属品を参照）を介して



18

産業用Ethernetインターフェース内蔵のレーザセンサ
optoNCDT 1900

オーバーサンプリングによる
高速データ転送

取り扱いが簡単： Webインターフ
ェースを介したパラメータ設定

PoEによる給電が可能
PoE

追加モジュールなしで 
ダイレクトなPLC接続

精密なオートメーションタスク向けのセンサ
optoNCDT 1900は、様々な材料の多種多様な測定タスクを解決しま
す。この画期的なセンサは動的な変位・距離・位置測定に使用され、速
度、構造、精度に関して他の追従を許しません。小さな光スポットによ
り、このセンサは小さな細部も検出できます。内蔵された産業用Eth-
ernetインターフェースを介して、マシン環境や生産環境にダイレクト
に統合することができます。

革新的な三角測量式レーザセンサ optoNCDT 1900は、例えば精密オー
トメーション、自動車産業、3D印刷、座標測定機といった最高精度と最
新テクノロジーを組み合わせたあらゆる分野で使用されます。

測定範囲 測定開始距離 X Y

2 15 23 3

6 17 27 9

10 20 33 14

25 25 33 33

50 40 36 45

100 50 37 75

200 60 39 130

500 100 43 215

（単位mm、図は縮尺通りではない）
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モデル ILD1900-2 ILD1900-6 ILD1900-10 ILD1900-25 ILD1900-50 ILD1900-100 ILD1900-200 ILD1900-500

測定範囲 2 mm 6 mm 10 mm 25 mm 50 mm 100 mm 200 mm 500 mm

測定開始距離 15 mm 17 mm 20 mm 25 mm 40 mm 50 mm 60 mm 100 mm

測定中心距離 16 mm 20 mm 25 mm 37.5 mm 65 mm 100 mm 160 mm 350 mm

測定終了距離 17 mm 23 mm 30 mm 50 mm 90 mm 150 mm 260 mm 600 mm

測定レート 1)
0.25～10 kHzの間で無段階設定可

7段階設定可: 10 kHz / 8 kHz / 4 kHz / 2 kHz /1.0 kHz / 500 Hz / 250 Hz

直線性
< ±1 µm < ±1.8 µm < ±2 µm < ±5 µm < ±10 µm < ±30 µm < ±100 µm < ±400 µm

< ±0.05 % FSO < ±0.03 % FSO < ±0.02 % FSO < ±0.03 % FSO < ±0.05 % FSO < ±0.08 % FSO

再現性 2) 0.1 µm未満 0.25 µm未満 0.4 µm未満 0.8 µm未満 1.6 µm未満 4 µm未満 8 µm未満 < 20～40 µm

温度安定性 3) ±0.005 % FSO / K

スポット径 
(±10 %) 4) 

測定開始距離 60 x 75 µm 85 x 105 µm 115 x 150 µm 200 x 265 µm 220 x 300 µm 310 x 460 µm

950 x 1200 µm 950 x 1200 µm測定中心距離 55 x 65 µm 57 x 60 µm 60 x 65 µm 70 x 75 µm 95 x 110 µm 140 x 170 µm

測定終了距離 65 x 75 µm 105 x 120 µm 120 x 140 µm 220 x 260 µm 260 x 300 µm 380 x 410 µm

最少直径 16mmの場合 
55 x 65 µm

20mmの場合 
57 x 60 µm

25mmの場合 
60 x 65 µm

35mmの場合 
65 x 70 µm

55mmの場合 
85 x 90 µm

75mmの場合 
120 x 125 µm - -

光源 半導体レーザ ≤ 1 mW、レーザクラス2で670 nm（赤）

レーザクラス DIN EN 60825-1: 2015-07に準拠したクラス2 
ご要望に応じて、 クラス3でもお求めいただけます

許容周囲光 50,000 lx 30,000lx 10,000 lx

電源電圧 11～30 VDCまたはPoE

消費電力 < 3 W (24V)

入力信号 レーザ オン/オフ

デジタルインターフェース EtherCAT / EtherNet/IP / PROFINET

同期 フィールドバス経由で可能

接続 12ピンのM12コネクタ付き内蔵ピグテール 0.3 m; 
オプションとして、3 m /6 m / 9 mへの延長可（接続ケーブルについては付属品を参照）

温度範囲
保管時 -20 … +70 °C (結露厳禁)

運転時 0 … +50 °C (結露厳禁)

衝撃（DIN EN 60068-2-27） 3軸において 15 g / 6 ms

振動 (DIN EN 60068-2-6) 30 g / 20 … 500 Hz

保護等級 (DIN EN 60529) IP67

材質 アルミハウジング

質量 約 185 g (ピグテール込み)

制御と表示素子

選択ボタン：出荷時設定、動作モードの変更; 
セットアップ用Webインターフェース 5)：用途別プリセット、ピーク選択、ビデオ信号、 

選択自在な平均化、データ圧縮、セットアップ管理; 
電源/ステータス用のカラーLED x 1 

フィールドバスステータス用のカラーLED x 2
FSO = 測定範囲のフルスケール出力
上記データは白色の拡散反射面（ILDセンサ用のMicro-Epsilonの基準セラミック）に適用されます
1) フィールドバスおよびバスサイクル時間に応じた最大測定レート; 出荷時設定：測定レート 4 kHz、中央値 9
2) 4 kHzおよび中央値 9による測定時の代表値
3) 測定中心距離内; 金属製センサホルダに取り付けた場合のみ、規定値が得られます。センサからホルダへの良好な放熱を確保する必要があります。
4) ガウシアンフィット（フル 1/e² 幅）による点状レーザを使ってスポット径を決定; ILD1900-2:　90/10ナイフエッジ法を模倣して決定
5) ネットワークケーブルによるPCへの接続（EtherCATの場合：センサはEthernetセットアップモード）
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三角測量式レーザセンサのハイエンドモデル、optoNCDT 2300の設
定可能な最高測定レートは49.14 kHzです。全エレクトロニクスが、コ
ンパクトなセンサに内蔵されていますが、これは、このセンサクラス
では、世界的にユニークです。 高精度のレーザセンサは、振動の監視
や難しい表面での測定など、特に高速な用途において使用されます。
拡散反射する表面に使用されるこのセンサは、特別な調整を行うこと
で、直接反射面にも使用することができます。 

測定範囲 測定開始距離 Y

2 24 1.5
5 24 3.5

10 30 6.5
20 40 10.0
50 45 23.0

100 70 33.5

測定範囲 測定開始距離  
+ 0.5 測定範囲 α

2 25 20.5°
5 26.5 20°

10 35 17.5°
20 50 13.8°

アドバンスト・リアルタイム表面補正（A-RTSC = Advanced Real-Time-
Surface-Compensation）は、実績のあるRTSCをさらに発展させたも
ので、ダイナミックレンジを拡張したことにより、測定中のより正確な
リアルタイム表面補正を可能にします。optoNCDT 2300レーザセンサ
は、Webインターフェースを介して操作でき、測定値や信号処理（ピー
ク選択、フィルタ、ビデオ信号のマスキングなど）に関する多数のオプ
ションが用意されています。 

測定範囲 α ϕ ε A B
200 25.1° 16.7° 13.1° 91.6 76
300 18.3° 12.2° 9.6° 99.4 81

極めてダイナミックな高精度レーザセンサ
optoNCDT 2300

（単位mm、図は縮尺通りではない）

通常の表面用

49.14 kHzまでの調整可能な
測定レート

アナログ (U/I) / RS422 / Ethernet / 
EtherCAT / PROFINET / EtherNet/IP

アドバンスト・リアルタイム表
面補正

分解能 0.03 µm
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測定セットアップ
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モデル ILD2300-2 ILD2300-5 ILD2300-10 ILD2300-20 ILD2300-50 ILD2300-100 ILD2300-200 ILD2300-300

測定範囲1) 2 (2) mm 5 (2) mm 10 (5) mm 20 (10) mm 50 (25) mm 100 (50) mm 200 (100) mm 300 (150) mm

測定開始距離 1) 24 (24) mm 24 (24) mm 30 (35) mm 40 (50) mm 45 (70) mm 70 (120) mm 130 (230) mm 200 (350) mm

測定中心距離 1) 25 (25) mm 26.5 (25) mm 35 (37.5) mm 50 (55) mm 70 (82.5) mm 120 (145) mm 230 (280) mm 350 (425) mm

測定終了距離 1) 26 (26) mm 29 (26) mm 40 (40) mm 60 (60) mm 95 (95) mm 170 (170) mm 330 (330) mm 500 (500) mm

測定レート 7段階設定可: 49.14 kHz 2) / 30 kHz / 20 kHz / 10 kHz / 5 kHz / 2.5 kHz / 1.5 kHz

直線性
< ±0.6 µm < ±1.5 µm < ±2 µm < ±4 µm < ±10 µm < ±20 µm < ±60 µm < ±90 µm

< ±0.03 % FSO < ±0.02 % FSO < ±0.03 % FSO

分解能 3） 0.03 µm 0.08 µm 0.15 µm 0.3 µm 0.8 µm 1.5 µm 3 µm 4.5 µm

スポット径 
(±10 %)

測定開始距離 55 x 85 µm 70 x 80 µm 75 x 85 µm 140 x 200 µm 255 x 350 µm 350 µm

1300 µm

580 x 860 µm

測定中心距離 23 x 23 µm 30 x 30 µm 32 x 45 µm 46 x 45 µm 70 x 70 µm 130 µm 380 x 380 µm

測定終了距離 35 x 85 µm 70 x 80 µm 110 x 160 µm 140 x 200 µm 255 x 350 µm 350 µm 470 x 530 µm

光源 半導体レーザ < 1 mW、670 nm (赤)

レーザ安全クラス DIN EN 60825-1: 2015-07に準拠したクラス2 / オプションでクラス3R

許容周囲光 10,000～40,000 lx

電源電圧 11～30 DC V

消費電力 < 3 W (24V)

入力信号 レーザ オン/オフ、同期入力、 トリガ入力

デジタルインターフェース RS422 (16 bit) / Ethernet / EtherCAT / PROFINET 4) / EtherNet/IP 4)

アナログ出力 4) 4～20 mA / 0 ...5 V / 0 ...10 V / ±5 V / ±10 V

同期 同時測定と交互測定において可能

接続 付属の14-polケーブルコネクタ付きピグテール0.25m、固定設置時最小曲げ半径 30 mm; 
オプションとして、3 m / 6 m / 9 m への延長可(接続ケーブルについては付属品を参照)

取り付け 固定用スルーホール3か所でネジ止め

温度範囲
保管時 -20 … +70 °C (結露厳禁)

運転時 0 … +50 °C (結露厳禁)

衝撃（DIN EN 60068-2-27） 3軸において 15 g / 6 ms

振動 (DIN EN 60068-2-6) 2 g / 20 … 500 Hz

保護等級 (DIN EN 60529) IP65

材質 亜鉛ダイキャスト・ハウジング アルミハウジング

質量 約 550 g (ピグテール込み)

制御と表示素子 セットアップ用Webインターフェイス：ユーザ管理、測定設定、データ出力、測定制御、パラメータ、追加装備：
ステータス用 2 x カラーLED/ Ethernet および EtherCAT

FSO = 測定領域 
上記データは白色の拡散反射面（ILDセンサ用のMicro-Epsilonの基準セラミック）に適用されます 
1) 括弧中の値は、49.14 kHz用 
2) 測定範囲を縮小した場合の測定レート　49.14 kHz （括弧中） 
3) 測定レート20 kHz
4) インターフェースモジュール（付属品を参照）を介した接続

ILD 2300-200

ILD 2300-100

ILD 2300-50

ILD 2300-20

ILD 2300-10

ILD 2300-5

ILD 2300-2

ILD 2300-300

測定開始距離
測定レート30 kHzにおける測定範囲 
測定レート49.14 kHzにおける測定範囲

50 mm 100 mm 150 mm 200 mm 250 mm 300 mm 350 mm 400 mm 450 mm 500 mm
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optoNCDT 1420LLは、測定対象物に小径レーザライン (LL) を投影し
ます。このコンパクトなレーザセンサは、プリントヘッドのポジショニ
ング時のように、センサや測定対象物がZ軸方向に移動する距離測定
で特に定評があります。optoNCDT 1420LLセンサは、金属光沢を有す
る表面や模様のある表面の測定、またレーザ光が透過する材料の測
定向けに設計されています。このような表面では、模様や粗さのよう
な凹凸が光学的に平均化されて補正されるため、小径レーザライン
は大きな利点となります。光学的平均化に加えて、特殊なソフトウェア
アルゴリズムが表面粗さ、キズ、窪み、細孔による干渉を除去します。
このおかげで、特に金属面で安定した信頼性の高い測定結果が得ら
れます。

小径レーザラインによるコンパクトなレーザセンサ
optoNCDT 1420LL

optoNCDT 1420LLセンサは、コンパクトな三角測量式センサのクラ
スにおいて、速度、サイズ、性能、汎用性のユニークな組み合わせを提
供します。このセンサにはコントローラが内蔵されており、設置スペー
スが限られている場合や動的な用途で使用されています。選択可能
な接続タイプ、ケーブル、ピグテールと内蔵コントローラの組合せによ
り、センサの設置作業が最低限に抑えられます。アクティブ表面補正
(Active-Surface-Compensation = ASC)により、距離信号の安定的な
制御を可能にします。 

測定範囲 測定開始距離 Y

10 20 10

25 25 21

50 35 28

（単位mm、図は縮尺通りではない）

金属光沢を有する表面、粗い表
面、および模様のある表面用

最大8 kHzの測定レート

アナログ (U/I) / RS422 / 
PROFINET / EtherNet/IP

アクティブ表面補正

0.5 µmの繰り返し性

質量が小さく、高い加速度に
理想的

2x M3用ネジ穴
又はM2用のス
ルーホール

他の光源や反射光、
反射などがあって
はならない領域

必要な取付け
空間の境界線
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小径レーザラインによるコンパクトなレーザセンサ
optoNCDT 1420LL

モデル ILD1420-10LL ILD1420-25LL ILD1420-50LL

測定範囲 10 mm 25 mm 50 mm

測定開始距離 20 mm 25 mm 35 mm

測定中心距離 25 mm 37.5 mm 60 mm

測定終了距離 30 mm 50 mm 85 mm

測定レート 1) 6段階設定可: 8 kHz / 4 kHz / 2 kHz / 1 kHz / 0.5 kHz / 0.25 kHz

直線性
< ±8 µm < ±20 µm < ±40 µm

< ±0.08 % FSO

再現性 2) 0.5 µm 1 µm 2 µm

温度安定性 3) ±0.015 % FSO / K

スポット径 
(±10 %) 4)

測定開始距離 140 x 720 µm 220 x 960 µm 240 µm x 1250 µm

測定中心距離 65 x 680 µm 80 x 970 µm 130 µm x 1450 µm

測定終了距離 140 x 660 µm 240 x 1000 µm 380 µm x 1650 µm

最少直径 25mmの場合65 x 680 µm 37.5mmの場合80 x 970 µm 52.5mmの場合110 x 1400 µm

光源 半導体レーザ < 1 mW、670 nm (赤)

レーザクラス DIN-EN 60825-1: 2015-07に準拠したクラス2

許容周囲光 5) 50,000 lx

電源電圧 11～30 DC V

消費電力 < 2 W (24V)

入力信号 HTL レーザ オン/オフ x 1; 
HTL 多機能入力 x 1：トリガ入力 / ゼロ設定 / マスタ / ティーチ

デジタルインターフェース RS422 (16 bit) / PROFINET 6) / EtherNet/IP 6)

アナログ出力 4～20 mA / 1～5 V、PCF1420-3/Uケーブル付き（16ビット; 測定範囲内でスケーラブル自在）

スイッチング出力 1 x エラー出力 npn、pnp、push pull

接続 付属ケーブル3 m、オープンエンド、固定設置時最小曲げ半径 30 mm あるいは 
付属ピッグテール 0.3 m 12ピンのM12プラグ付き(接続ケーブルについては付属品を参照)

取り付け 固定用スルーホール2か所でネジ止め

温度範囲
保管時 -20 … +70 °C (結露厳禁)

運転時 0 … +50 °C (結露厳禁)

衝撃（DIN EN 60068-2-27） 3軸で15 g/6 ms（衝撃1000回当たり）

振動 (DIN EN 60068-2-6) 3軸で20 g / 20～500 Hz（2方向当たりおよび10サイクル当たり）

保護等級 (DIN EN 60529) IP67

材質 アルミハウジング

質量 約 60 g（ピッグテール込み）、約 145 g（ケーブル込み）

制御と表示素子
キーの選択：ゼロ、ティーチ、出荷時設定; 

セットアップ用Webインターフェース 7)：選択可能なプリセット、ピーク選択、ビデオ信号、 
選択自在な平均化、データ圧縮、セットアップ管理; 

電源/ステータス用のカラーLED x 2
FSO = 測定範囲のフルスケール出力
値は、白色用、散乱反射する表面（リファレンス・セラミック）用
1) 工場出荷時の設定　4 kHz、工場出荷時の設定の変更には、IF2001 / USB コンバータ (付属品を参照)が、必要です
2) 測定レート 2 kHz、中央値 9
3) 金属製センサホルダに取り付けた場合のみ、規定値が得られます。センサからホルダへの良好な放熱を確保する必要があります。
4) スポット径は線状レーザを使って90/10ナイフエッジ法を模倣して決定
5) 光源の種類：白熱球
6) オプションでインタフェースモジュールを介した接続（付属品を参照）
7) PCへの接続はIF2001/USB（付属品を参照）を介して



小径レーザラインによるレーザセンサ 
optoNCDT 1900LLは、測定対象物に小径レーザラインを投影します。
このコンパクトなレーザセンサは、ロボットの位置決め時のように、セ
ンサや測定対象物がZ軸方向に移動する距離測定で特に定評があり
ます。optoNCDT 1900LLセンサは、金属光沢を有する表面や模様のあ
る表面の測定、またレーザ光が透過する材料の測定向けに設計され
ています。 

このような表面では、模様や粗さのような凹凸が光学的に平均化さ
れて補正されるため、小径レーザラインは大きな利点となります。光
学的平均化に加えて、特殊なソフトウェアアルゴリズムが表面粗さ、キ
ズ、窪み、細孔による干渉を除去します。このおかげで、特に金属面で
安定した信頼性の高い測定結果が得られます。 

optoNCDT 1900LLに内蔵された高性能コントローラによって、測定
値の処理と出力を素早く高精度で行うことができます。また、このセン
サはクラス最高の外乱光安定性を備えており、50,000ルクスまでの強
い周辺光の環境でも使用することができます。optoNCDT 1900LLは、
要求の厳しいオートメーション、自動車生産、3Dプリント、測定機など
の高い精度と信頼性が求められるあらゆる分野で採用されています。

測定範囲 測定開始距離 X Y

2 15 23 3

6 17 27 9

10 20 33 14

25 25 33 33

50 40 36 45
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小径レーザラインによる精密なレーザセンサ
optoNCDT 1900LL

（単位mm、図は縮尺通りではない）

金属光沢を有する表面、粗い表
面、および模様のある表面用

最大10 kHzの測定レート

アナログ (U/I) / RS422 / 
PROFINET / EtherNet/IP

アドバンスト表面補正 

繰り返し性 < 0.1 µm

最高の耐外乱光安定性 



モデル ILD1900-2LL ILD1900-6LL ILD1900-10LL ILD1900-25LL ILD1900-50LL

測定範囲 2 mm 6 mm 10 mm 25 mm 50 mm

測定開始距離 15 mm 17 mm 20 mm 25 mm 40 mm

測定中心距離 16 mm 20 mm 25 mm 37.5 mm 65 mm

測定終了距離 17 mm 23 mm 30 mm 50 mm  90 mm

測定レート 1)
0.25～10 kHzの間で無段階設定可

7段階設定可: 10 kHz / 8 kHz / 4 kHz / 2 kHz /1.0 kHz / 500 Hz / 250 Hz

直線性 2）
< ±1 µm < ±1.2 µm < ±2 µm < ±5 µm < ±10 µm

< ±0.05 % FSO < ±0.02 % FSO < ±0.02 % FSO < ±0.02 % FSO < ±0.02 % FSO

再現性 3) 0.1 µm未満 0.25 µm未満 0.4 µm未満 0.8 µm未満 1.6 µm未満

温度安定性 4) ±0.005 % FSO / K

スポット径 
(±10 %) 5) 

測定開始距離 55 x 480 µm 100 x 600 µm 125 x 730 µm 210 x 950 µm 235 µm x 1280 µm

測定中心距離 40 x 460 µm 50 x 565 µm 55 x 690 µm 80 x 970 µm 125 µm x 1500 µm

測定終了距離 55 x 440 µm 100 x 525 µm 125 x 660 µm 220 x 1000 µm 325 µm x 1740 µm

最少直径 16mmの場合 
40 x 460 µm

20mmの場合 
50 x 565 µm

25mmの場合 
55 x 690 µm

37.5mmの場合 
80 x 970 µm

59mmの場合 
115 x 1450 µm

光源 半導体レーザ < 1 mW、670 nm (赤)

レーザクラス DIN EN 60825-1: 2015-07に準拠したクラス2 
ご要望に応じて、クラス3でもお求めいただけます

許容周囲光 50,000 lx

電源電圧 11～30 DC V

消費電力 < 3 W (24V)

入力信号
HTL/TTL レーザ オン/オフ x 1; 

HTL/TTL 多機能入力 x 1：トリガ入力、スレーブ入力、ゼロ設定、マスタリング、ティーチ; 
RS422同期入力 x 1：トリガ入力、同期入力、マスタ/スレーブ、マスタ/スレーブ交互

デジタルインターフェース RS422 (18 bit) / PROFINET 6) / EtherNet/IP 6)

アナログ出力 4 ～ 20 mA / 0～ 5 V / 0～10 V（16 bit; 測定範囲内でスケーラブル自在） 

スイッチング出力 スイッチング出力 x 2（エラー値と限界値）：npn, pnp, push pull

同期 同時測定と交互測定において可能

接続
付属ケーブル 3 m、オープンエンド、固定設置時最小曲げ半径 30 mm; 

あるいは付属ピッグテール 0.3 m(17ピンのM12プラグ付き）; 
オプションとして3 m / 6 m / 9 m / 15 mへの延長可(接続ケーブルについては付属品を参照)

温度範囲
保管時 -20 … +70 °C (結露厳禁)

運転時 0 … +50 °C (結露厳禁)

衝撃（DIN EN 60068-2-27） 3軸において 15 g / 6 ms

振動 (DIN EN 60068-2-6) 30 g / 20 … 500 Hz

保護等級 (DIN EN 60529) IP67

材質 アルミハウジング

質量 約 185 g（ピッグテール込み）、約 300 g（ケーブル込み）

制御と表示素子

キーの選択と機能：インターフェース選択、マスタリング（ゼロ）、ティーチ、プリセット、 
品質スライダ、周波数選択、出荷時設定; 

セットアップ用Webインターフェース 7)：用途別プリセット、ピーク選択、ビデオ信号、選択自在な平均化、 
データ圧縮、セットアップ管理; 

電源/ステータス用のカラーLED x 2
FSO = 測定範囲のフルスケール出力
上記データは白色の拡散反射面（ILDセンサ用のMicro-Epsilonの基準セラミック）に適用されます
1) 出荷時設定：測定レート 4 kHz、中央値 9; 出荷時設定の変更には、IF2001/USBコンバータ（付属品を参照）が必要です
2) デジタル出力に対して
3) 4 kHzおよび中央値 9による測定時の代表値
4)  測定中心距離内のデジタル出力に対して; 金属製センサホルダに取り付けた場合のみ、規定値が得られます。  

センサからホルダへの良好な放熱を確保する必要があります。
5) スポット径は線状レーザを使って90/10ナイフエッジ法を模倣して決定
6) インターフェースモジュール（付属品を参照）を介した接続
7) PCへの接続はIF2001/USB（付属品を参照）を介して
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小径レーザラインによる精密なレーザセンサ
optoNCDT 1900LL
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小径レーザライン/産業用Ethernetインターフェースを備えたレーザセンサ
optoNCDT 1900LL

オーバーサンプリングによる
高速データ転送

取り扱いが簡単： Webインター
フェースを介したパラメータ設定

PoEによる給電が可能
PoE

金属光沢を有する表面、粗い表
面、模様のある表面用

追加モジュールなしで 
ダイレクトなPLC接続

小径レーザラインによる高性能レーザセンサ
optoNCDT 1900LLは、測定対象物に小径レーザラインを投影します。
このコンパクトなレーザセンサは、センサや測定対象物がZ軸方向に
移動する距離測定で特に定評があります。optoNCDT 1900LLセンサ
は、金属光沢を有する表面や模様のある表面の測定、またレーザ光が
透過する材料の測定向けに設計されています。

このような表面では、模様や粗さのような凹凸が光学的に平均化さ
れて補正されるため、小径レーザラインは大きな利点となります。光
学的平均化に加えて、特殊なソフトウェアアルゴリズムが表面粗さ、キ
ズ、窪み、細孔による干渉を除去します。このおかげで、特に金属面で
安定した信頼性の高い測定結果が得られます。

内蔵された産業用Ethernetインターフェースを介して、マシン環境や
生産環境にダイレクトに統合することができます。

optoNCDT 1900LLは、要求の厳しいオートメーション、自動車生
産、3Dプリント、測定機などの高い精度と信頼性が求められるあらゆ
る分野で採用されています。

測定範囲 測定開始距離 X Y

2 15 23 3

6 17 27 9

10 20 33 14

25 25 33 33

50 40 36 45

（単位mm、図は縮尺通りではない）



モデル ILD1900-2LL ILD1900-6LL ILD1900-10LL ILD1900-25LL ILD1900-50LL

測定範囲 2 mm 6 mm 10 mm 25 mm 50 mm

測定開始距離 15 mm 17 mm 20 mm 25 mm 40 mm

測定中心距離 16 mm 20 mm 25 mm 37.5 mm 65 mm

測定終了距離 17 mm 23 mm 30 mm 50 mm 90 mm

測定レート 1)
0.25～10 kHzの間で無段階設定可

7段階設定可: 10 kHz / 8 kHz / 4 kHz / 2 kHz /1.0 kHz / 500 Hz / 250 Hz

直線性
< ±1 µm < ±1.2 µm < ±2 µm < ±5 µm < ±10 µm

< ±0.05 % FSO < ±0.02 % FSO < ±0.02 % FSO < ±0.02 % FSO < ±0.02 % FSO

再現性 2) 0.1 µm未満 0.25 µm未満 0.4 µm未満 0.8 µm未満 1.6 µm未満

温度安定性 3) ±0.005 % FSO / K

スポット径  
(±10 %) 4)

測定開始距離 55 x 480 µm 100 x 600 µm 125 x 730 µm 210 x 950 µm 235 µm x 1280 µm

測定中心距離 40 x 460 µm 50 x 565 µm 55 x 690 µm 80 x 970 µm 125 µm x 1500 µm

測定終了距離 55 x 440 µm 100 x 525 µm 125 x 660 µm 220 x 1000 µm 325 µm x 1740 µm

最少直径 16mmの場合 
40 x 460 µm

20mmの場合 
50 x 565 µm

25mmの場合 
55 x 690 µm

37.5mmの場合 
80 x 970 µm

59mmの場合 
115 x 1450 µm

光源 半導体レーザ ≤ 1 mW、レーザクラス2で670 nm（赤）

レーザクラス DIN EN 60825-1: 2015-07に準拠したクラス2 
ご要望に応じて、クラス3でもお求めいただけます

許容周囲光 50,000 lx

電源電圧 11～30 VDCまたはPoE

消費電力 < 3 W (24V)

入力信号 HTL/TTL レーザ オン/オフ x 1

デジタルインターフェース EtherCAT / EtherNet/IP / PROFINET

同期 フィールドバス経由で可能

接続 12ピンのM12コネクタ付き内蔵ピグテール 0.3 m; 
オプションとして、3 m /6 m / 9 mへの延長可（接続ケーブルについては付属品を参照）

温度範囲
保管時 -20 … +70 °C (結露厳禁)

運転時 0 … +50 °C (結露厳禁)

衝撃（DIN EN 60068-2-27） 3軸において 15 g / 6 ms

振動 (DIN EN 60068-2-6) 30 g / 20 … 500 Hz

保護等級 (DIN EN 60529) IP67

材質 アルミハウジング

質量 約 185 g (ピグテール込み)

制御と表示素子

選択ボタン：出荷時設定、動作モードの変更; 
セットアップ用Webインターフェース 5)：用途別プリセット、ピーク選択、ビデオ信号、 

選択自在な平均化、データ圧縮、セットアップ管理; 
電源/ステータス用のカラーLED x 1 

フィールドバスステータス用のカラーLED x 2
FSO = 測定範囲のフルスケール出力
上記データは白色の拡散反射面（ILDセンサ用のMicro-Epsilonの基準セラミック）に適用されます
1) フィールドバスおよびバスサイクル時間に応じた最大測定レート; 出荷時設定：測定レート 4 kHz、中央値 9
2) 4 kHzおよび中央値 9による測定時の代表値
3) 測定中心距離内; 金属製センサホルダに取り付けた場合のみ、規定値が得られます。センサからホルダへの良好な放熱を確保する必要があります。
4) スポット径は線状レーザを使って90/10ナイフエッジ法を模倣して決定
5) ネットワークケーブルによるPCへの接続（EtherCATの場合：センサはEthernetセットアップモード）
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optoNCDT 2300LLは、測定対象物に小径レーザライン (LL) を投影し
ます。この高性能なレーザセンサは、ロボットの位置決め時のように、
センサや測定対象物がZ軸方向に移動する高精度な距離測定で特に
定評があります。optoNCDT 2300LLセンサは、金属光沢を有する表面
や模様のある表面の測定、またレーザ光が透過する材料の測定向け
に設計されています。このような表面では、模様や粗さのような凹凸
が光学的に平均化されて補正されるため、小径レーザラインは大き
な利点となります。 

光学的平均化に加えて、特殊なソフトウェアアルゴリズムが表面粗さ、
キズ、窪み、細孔による干渉を除去します。このおかげで、特に金属面
で安定した信頼性の高い測定結果が得られます。 

測定範囲 測定開始距離 Y

2 24 1.5
10 30 6.5
20 40 10.0
50 45 23.0

小径レーザラインによる高性能レーザセンサ
optoNCDT 2300LL

A-RTSC（アドバンスト・リアルタイム表面補正）は、ダイナミックレンジ
を拡張したことにより、測定プロセス中でのより正確なリアルタイム表
面補正を可能にします。 

optoNCDT 2300レーザセンサは、Webインターフェースを介して操作
でき、測定値や信号処理（ピーク選択、フィルタ、ビデオ信号のマスキ
ングなど）に関する多数のオプションが用意されています。 

（単位mm、図は縮尺通りではない）

金属光沢を有する表面、粗い表
面、および模様のある表面用

49.14 kHzまでの調整可能な
測定レート

アナログ (U/I) / RS422 / Ethernet / 
EtherCAT / PROFINET / EtherNet/IP

アドバンスト・リアルタイム表
面補正

分解能 0.03 µm
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モデル ILD2300-2LL ILD2300-10LL ILD2300-20LL ILD2300-50LL

測定範囲 1) 2 (2) mm 10 (5) mm 20 (10) mm 50 (25) mm

測定開始距離 1) 24 (24) mm 30 (35) mm 40 (50) mm 45 (70) mm

測定中心距離 1) 25 (25) mm 35 (37.5) mm 50 (55) mm 70 (82.5) mm

測定終了距離 1) 26 (26) mm 40 (40) mm 60 (60) mm 95 (95) mm

測定レート 7段階設定可: 49.14 kHz 2) / 30 kHz / 20 kHz / 10 kHz / 5 kHz / 2.5 kHz / 1.5 kHz

直線性
< ±0.6 µm < ±2 µm < ±4 µm < ±10 µm

< ±0.03 % FSO < ±0.02 % FSO

分解能 3） 0.03 µm 0.15 µm 0.3 µm 0.8 µm

スポット径  
(±10 %)

測定開始距離 85 x 240 µm 120 x 405 µm 185 x 485 µm 350 x 320 µm

測定中心距離 24 x 280 µm 35 x 585 µm 55 x 700 µm 70 x 960 µm

測定終了距離 64 x 400 µm 125 x 835 µm 195 x 1200 µm 300 x 1940 µm

光源 半導体レーザ < 1 mW、670 nm (赤)

レーザ安全クラス DIN EN 60825-1: 2015-07に準拠したクラス2

許容周囲光 10,000～40,000 lx

電源電圧 11～30 DC V

消費電力 < 3 W (24V)

入力信号 レーザ オン/オフ、同期入力、 トリガ入力

デジタルインターフェース RS422 (16 bit) / Ethernet / EtherCAT / PROFINET 4) / EtherNet/IP 4)

アナログ出力 4) 4～20 mA / 0 ...5 V / 0 ...10 V / ±5 V / ±10 V

同期 同時測定と交互測定において可能

接続 付属の14-polケーブルコネクタ付きピグテール0.25m、固定設置時最小曲げ半径 30 mm; 
オプションとして、3 m / 6 m / 9 m への延長可(接続ケーブルについては付属品を参照)

取り付け 固定用スルーホール3か所でネジ止め

温度範囲
保管時 -20 … +70 °C (結露厳禁)

運転時 0 … +50 °C (結露厳禁)

衝撃（DIN EN 60068-2-27） 3軸において 15 g / 6 ms

振動 (DIN EN 60068-2-6) 2 g / 20 … 500 Hz

保護等級 (DIN EN 60529) IP65

材質 亜鉛ダイキャスト・ハウジング

質量 約 550 g (ピグテール込み)

制御と表示素子
セットアップ用Webインターフェイス：ユーザ管理、測定設定、データ出力、 

測定制御、パラメータ、追加装備：
ステータス用 2 x カラーLED/ Ethernet および EtherCAT

FSO = 測定範囲のフルスケール出力
上記データは白色の拡散反射面（ILDセンサ用のMicro-Epsilonの基準セラミック）に適用されます 
1) 括弧中の値は、49.14 kHz用 
2) 測定範囲を縮小した場合の測定レート　49.14 kHz （括弧中） 
3) 測定レート20 kHz 
4) インターフェースモジュール（付属品を参照）を介した接続

小径レーザラインによる高性能レーザセンサ
optoNCDT 2300LL



ケーブルカップリング
（センサ側）

ø1
5

～50
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optoNCDT 1710BL センサは、特許を取得したブルーレーザ技術を搭
載しており、広い測定範囲や対象物までの距離が必要な測定タスクの
ために使用されます。大きな測定距離によって、赤熱した鉄やシリコ
ンなど、高温の測定対象物の測定が可能になります。

このセンサは、ハイエンドレンズ、インテリジェントなレーザ制御、革
新的な評価アルゴリズムを備えています。これにより、高い精度と信号
安定性を実現します。

61 73 83 90

測定範囲

測定開始距離

レンズ用窓 (ø35.5) 空きø30 レーザ用窓 (ø12,5) 空きø5

39 147 14

24
48

固定穴ø6
貫通式、3x

95
190
195

大きな測定範囲用の青色レーザセンサ
optoNCDT 1710BL

（単位mm、図は縮尺通りではない）

赤熱表面、有機表面、透明な
表面に対応

最大2.5 kHzまでの調整可能
な測定レート

アナログ (U/I) / RS422

リアルタイム表面補正

分解能 7.5 µm
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モデル ILD1710-50BL ILD1710-1000BL

測定範囲 50 mm 1000 mm

測定開始距離 550 mm 1000 mm

測定中心距離 575 mm 1500 mm

測定終了距離 600 mm 2000 mm

測定レート 4段階設定可: 2.5 kHz / 1.25 kHz / 625 Hz / 312.5 Hz

直線性
< ±50 µm < ±1000 µm

< ±0.1 % FSO

分解能 1） 7.5 µm 100 µm

スポット径  
(±10 %)

測定開始距離
400 x 500 µm 2500～5000 µm測定中心距離

測定終了距離

光源 半導体レーザ < 1 mW、405 nm (青紫)

レーザ安全クラス DIN EN 60825-1: 2015-07に準拠したクラス2

許容周囲光 10,000 lx

電源電圧 11～30 DC V

最大消費電流 150 mA (24 V)

入力信号 ゼロ、レーザ オン/オフ

デジタルインターフェース RS422 (14 bit) / USB 2)

アナログ出力 4～20 mA / 0～10 V

スイッチング出力 1 x エラー / 2 x 閾値 (設定可能)

同期 同時測定と交互測定において可能

接続
付属の14-pol ODUソケット付きピグテール0.25 m; 

固定設置時最小曲げ半径 30 mm; 
(接続ケーブルについては付属品を参照)

取り付け 固定用スルーホール3か所でネジ止め

温度範囲
保管時 -20 … +70 °C (結露厳禁)

運転時 0 … +50 °C (結露厳禁)

衝撃（DIN EN 60068-2-27） 3軸において 15 g / 6 ms

振動 (DIN EN 60068-2-6) 2 g / 20 … 500 Hz

保護等級 (DIN EN 60529) IP65

材質 アルミハウジング

質量 約 800 g (ピグテール込み)

制御と表示素子
キーの選択と機能：出力タイプ、測定レート、平均化モード、平均化数、アナログエラー、 

同期、動作モード、トリガモード、ボーレート、データフォーマット;
ILD1700ツールを使用したPCから測定チャート値を表示;

ステータス表示用のカラーLED x 5

FSO = 測定範囲のフルスケール 
上記データは白色の拡散反射面（ILDセンサ用のMicro-Epsilonの基準セラミック）に適用されます 
1) 測定レート 2.5 kHz 平均せず 
2) USB オプションケーブル PC 1700-3/USB (付属品を参照)

特許を取得した青色レーザテクノロジー
Micro-Epsilonは、青色レーザセンサを使用した700℃以上の赤熱金
属や、プラスチック、接着剤、ガラスなどの透明な物体の測定タスクに
ついて、特許を取得しました。optoNCDT Blueレーザモデルは、これら
の表面上で優れた信号安定性を実現し、正確な測定結果を得ること
ができます。
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optoNCDT 1750BLシリーズの青色レーザセンサは、変位、距離及び、
位置を高速に測定するために構成されています。これらのセンサは、
様々な表面やマテリアルにおける正確な測定を可能にする革新的な
高性能レンズ、レーザ制御及び、評価アルゴリズムを備えています。
特許を取得した青色レーザ技術は、赤色レーザを備えたセンサと比較

して決定的な長所を有しています。青色のレーザスポットは、表面に
浸入せず、センサエレメント上にシャープな像を映し出します。これに
より、高い分解能と信号安定性を有する測定結果が得られます。

測定範囲 測定開始距離 Y

20 40 12

200 100 70

500 200 180

750 200 270

工業用およびオートメーション用の青色レーザセンサ
optoNCDT 1750BL

赤熱表面、有機表面、透明な
表面に対応

最大7.5 kHzまでの調整可能
な測定レート

アナログ
RS422 / PROFINET / EtherNet/IP

リアルタイム表面補正

0.8 µmの繰り返し性
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測定終了距離

測定中心距離

測定開始距離

必要な取付け
空間の境界線

必要な取付け
空間の境界線

3x ø4.5スル
ーホール、
M4固定ネ
ジ用

他の光源や反射光、
反射などの何れかが
あってはならない領域

ハウジングサイズ S

ハウジングサイズ M

（単位mm、図は縮尺通りではない）

ケーブルカップリング
（センサ側）
ø1
5

～50
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モデル ILD1750-20BL ILD1750-200BL ILD1750-500BL ILD1750-750BL

測定範囲 20 mm 200 mm 500 mm 750 mm

測定開始距離 40 mm 100 mm 200 mm 200 mm

測定中心距離 50 mm 200 mm 450 mm 575 mm

測定終了距離 60 mm 300 mm 700 mm 950 mm

測定レート 1)
0.3～7.5 kHzの間で無段階設定可

6段階設定可: 7.5 kHz / 5 kHz / 2.5 kHz / 1.25 kHz / 625 Hz / 300 Hz

直線性
< ±12 µm < ±160 µm < ±350 µm < ±670 µm

< ±0.06 % FSO < ±0.08 % FSO < ±0.07 % FSO < ±0.09 % FSO

再現性 2) 0.8 µm 15 µm 20 µm 45 µm

スポット径  
(±10 %)

測定開始距離 320 µm
1300 µm 1500 µm 1500 µm測定中心距離 45 µm

測定終了距離 320 µm

光源 半導体レーザ < 1 mW、405 nm (青紫)

レーザ安全クラス DIN EN 60825-1: 2015-07に準拠したクラス2

許容周囲光 10,000 lx

電源電圧 11～30 DC V

消費電力 < 3 W (24V)

入力信号
HTL/TTL レーザ オン/オフ x 1; 

HTL/TTL 多機能入力 x 1：トリガ入力、スレーブ入力、ゼロ設定、マスタリング、ティーチ; 
RS422同期入力 x 1：トリガ入力、同期入力、マスタ/スレーブ、マスタ/スレーブ交互

デジタルインターフェース RS422 (16 bit) / PROFINET 3) / EtherNet/IP 3)

アナログ出力 4 … 20 mA；0 … 5 V / 0 … 10 V (16 bit；測定範囲内でスケーラブル自在)

スイッチング出力 スイッチング出力 x 2（エラー値と限界値）：npn, pnp, push pull

同期 同時測定と交互測定において可能

接続 付属の14-pol ODUソケット付きピグテール0.25 m; 
オプションとして、3 m / 10 mへの延長可(接続ケーブルについては付属品を参照)

取り付け 固定用スルーホール3か所でネジ止め

温度範囲
保管時 -20～+70℃

運転時 0～+50℃

衝撃（DIN EN 60068-2-27） 3軸において 15 g / 6 ms

振動 (DIN EN 60068-2-6) 2 g / 20 … 500 Hz

保護等級 (DIN EN 60529) IP65

材質 亜鉛ダイキャスト・ハウジング アルミハウジング

質量 約 550 g (ピグテール込み) 約 600 g (ピグテール込み)

制御と表示素子

キーの選択と機能：インターフェースの選択用の選択&機能キー、マスタリング（ゼロ）、ティーチ、 
プリセット、品質スライダ、周波数選択、出荷時設定； 

Webインターフェース 4)：用途別プリセット、 ピーク選択；ビデオ信号；選択自在なメッセージ； 
データ圧縮；セットアップ管理

電源/ステータス用 2 x カラーLED
FSO = 測定領域 
上記データは白色の拡散反射面（ILDセンサ用のMicro-Epsilonの基準セラミック）に適用されます 
1) 工場出荷時の設定 5 kHz、工場出荷時の設定の変更には、IF2001 / USB コンバータ (オプション)が、必要です 
2) 測定レート 5 kHz、中央値 9 
3) インターフェースモジュール（付属品を参照）を介した接続 
4) PCへの接続はIF2001/USB(付属品を参照)を介して

特許を取得した青色レーザテクノロジー
Micro-Epsilonは、青色レーザセンサを使用した700℃以上の赤熱金
属や、プラスチック、接着剤、ガラスなどの透明な物体の測定タスクに
ついて、特許を取得しました。optoNCDT Blueレーザモデルは、これら
の表面上で優れた信号安定性を実現し、正確な測定結果を得ること
ができます。
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optoNCDT 2300BLシリーズの青色レーザセンサは、変位、距離、位置
を高速かつ高分解能で測定するために設計されました。三角測量式
レーザセンサのハイエンドモデル、optoNCDT 2300の設定可能な最
高測定レートは49.14 kHzです。全エレクトロニクスが、コンパクトなセ
ンサに内蔵されていますが、これは、このセンサクラスでは、世界的に
ユニークです。 

Micro-Epsilonが特許を取得した青色レーザ技術は、赤色レーザを備
えたセンサと比較して決定的な長所を有しています。青色のレーザス
ポットは、表面に浸入せず、センサエレメント上にシャープな像を映し
出します。これにより、高い分解能と信号安定性を有する測定結果が
得られます。

測定範囲 測定開始距離 Y

2 24 1.5
5 24 3.5

10  30 6.5

測定範囲 測定開始距離  
+ 0.5 測定範囲 α

2 25 20.5°
5 26.5 20°

10 35 17.5°

極めてダイナミックな青色レーザセンサ
optoNCDT 2300BL

赤熱表面、有機表面、透明な
表面に対応

49.14 kHzまでの調整可能な
測定レート

アナログ(U/I) / RS422、Ethernet / 
EtherCAT / PROFINET / EtherNet/IP

アドバンスト・ リアルタイム 
表面補正

分解能 0.03 µm

散光表面および鏡面用の
測定セットアップ

optoNCDT 2300-2BL / 2300-5BL
散乱反射

optoNCDT 2300-2BL / 2300-5BL
直接反射
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optoNCDT 2310-50BL
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レンズ用窓 (ø35.5) 空きø30 レーザ用窓 (ø12.5) 空き
ø5
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固定用ホール
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（単位mm、図は縮尺通りではない）

~50

ø1
6

ケーブルカップリング（センサ側）



モデル ILD2300-2BL ILD2300-5BL ILD2300-10BL ILD2310-50BL

測定範囲 1) 2 (2) mm 5 (2) mm 10 (5) mm 50 (25) mm

測定開始距離 1) 24 (24) mm 24 (24) mm 30 (35) mm 550 (575) mm

測定中心距離 1) 25 (25) mm 26.5 (25) mm 35 (37.5) mm 575 (587.5) mm

測定終了距離 1) 26 (26) mm 29 (26) mm 40 (40) mm 600 (600) mm

測定レート 7段階設定可: 49.14 kHz 2) / 30 kHz / 20 kHz / 10 kHz / 5 kHz / 2.5 kHz / 1.5 kHz

直線性
< ±0.6 µm < ±1.5 µm < ±2 µm < ±40 µm

< ±0.03 % FSO < ±0.02 % FSO < ±0.08 % FSO

分解能 3） 0.03 µm 0.08 µm 0.15 µm 7.5 µm

スポット径  
(±10 %)

測定開始距離 70 x 80 µm 200 x 200 µm 75 x 85 µm

400～500 µm測定中心距離 20 x 20 µm 20 x 20 µm 32 x 45 µm

測定終了距離 80 x 100 µm 200 x 400 µm 110 x 160 µm

光源 半導体レーザ < 1 mW、405 nm (青紫)

レーザ安全クラス DIN EN 60825-1: 2015-07に準拠したクラス2

許容周囲光 10,000 lx

電源電圧 11～30 DC V

消費電力 < 3 W (24V)

入力信号 レーザ オン/オフ、同期入力、 トリガ入力

デジタルインターフェース RS422 (16 bit) / Ethernet / EtherCAT / PROFINET 4) / EtherNet/IP 4)

アナログ出力 4) 4～20 mA / 0 ...5 V / 0 ...10 V / ±5 V / ±10 V

同期 同時測定と交互測定において可能

接続 付属の14-polケーブルコネクタ付きピグテール0.25m、固定設置時最小曲げ半径 30 mm; 
オプションとして、3 m / 6 m / 9 m への延長可(接続ケーブルについては付属品を参照)

取り付け 固定用スルーホール3か所でネジ止め

温度範囲
保管時 -20 … +70 °C (結露厳禁)

運転時 0 … +50 °C (結露厳禁)

衝撃（DIN EN 60068-2-27） 3軸において 15 g / 6 ms

振動 (DIN EN 60068-2-6) 2 g / 20 … 500 Hz

保護等級 (DIN EN 60529) IP65

材質 亜鉛ダイキャスト・ハウジング

質量 約 550 g (ピグテール込み) 約 800 g (ピグテール込み)

制御と表示素子 セットアップ用Webインターフェイス：ユーザ管理、測定設定、データ出力、測定制御、パラメータ、追加装備：
ステータス用 2 x カラーLED/ Ethernet および EtherCAT

FSO = 測定範囲のフルスケール出力 
上記データは白色の拡散反射面（ILDセンサ用のMicro-Epsilonの基準セラミック）に適用されます 
1) 括弧中の値は、49.14 kHz用 
2) 測定範囲を縮小した場合の測定レート　49.14 kHz （括弧中） 
3) 測定レート20 kHz 
4) インターフェースモジュール（付属品を参照）を介した接続

35

特許を取得した青色レーザテクノロジー
Micro-Epsilonは、青色レーザセンサを使用した700℃以上の赤熱金
属や、プラスチック、接着剤、ガラスなどの透明な物体の測定タスクに
ついて、特許を取得しました。optoNCDT Blueレーザモデルは、これら
の表面上で優れた信号安定性を実現し、正確な測定結果を得ること
ができます。
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optoNCDT 1750DRセンサは、反射率の高い測定対象物の測定用に
設計されており、反射性の高いプラスチック、ミラーガラス、または研
磨された金属の距離測定に使用されています。傾いたセンサによって
レーザの入射角および反射角が等しくなっています。このセンサは、
直接反射した放射線の強度を補正することで、高い信号安定性を実現
しています。 

このセンサには、最大放射出力390μWのクラス1レーザが装備され
ています。このレーザ光は目を危険にさらすことがないため、対応す
る保護対策は不要です。

標準的なoptoNCDT 1750シリーズと同じデザインにより、限られたス
ペースにも組み込みが可能です。取り付け用のテンプレートが同梱さ
れています。 

optoNCDT 1750DRセンサには、RTSCリアルタイム表面補正機能が搭
載されており、現在の露光中に測定対象物の反射率を判断し、リアル
タイムで補正を行います。レーザセンサは、直感的なWebインターフ
ェースを介して操作することができます。普遍的に選択可能な設定と
評価オプションにより、極めてダイナミックな産業用アプリケーション
での使用に必要なすべての要件を満たしています。

測定範囲 a b c d e f g h i j
2 1 26.5 25 20° 16.7 20.7 82.6 83.7 49.5 45.6

10 5 29 35.5 17.6° 28.3 32.3 91.1 96.2 49.2 45.7
20 10 30.9 63.5 11.5° 58.6 62.6 113.2 128.2 44.3 49.6

鏡面用のレーザセンサ
optoNCDT 1750DR

（単位mm、図は縮尺通りではない）

鏡面に対応

最大7.5 kHzの測定レート

アナログ (U/I)
RS422 / PROFINET / EtherNet/IP

リアルタイム表面補正

0.1 µmの繰り返し性

ケーブルカップリング
（センサ側）

ø1
5

～50

15
30

90° 

j b

13.4

i

直接反射タイプの測定対象物

c

 d

a
測

定
範

囲

e f
g h

75

97



37

モデル ILD1750-2DR ILD1750-10DR ILD1750-20DR

測定範囲 2 mm 10 mm 20 mm

測定開始距離 24 mm 30.5 mm 53.5 mm

測定中心距離 25 mm 35.5 mm 63.5 mm

測定終了距離 26 mm 40.5 mm 73.5 mm

測定レート 1)
0.3～7.5 kHzの間で無段階設定可

6段階設定可: 7.5 kHz / 5 kHz / 2.5 kHz / 1.25 kHz / 625 Hz / 300 Hz

直線性
< ±1.6 µm < ±6 µm < ±12 µm

< ±0.08 % FSO

再現性 2) 0.1 µm 0.4 µm 0.8 µm

傾斜角 20° 17.6° 11.5°

スポット径 
(±10 %)

測定開始距離 80 µm 110 µm 320 µm

測定中心距離 35 µm 50 µm 45 µm

測定終了距離 80 µm 110 µm 320 µm

光源 半導体レーザ ≤ 0.39 mW、670 nm (赤)

レーザ安全クラス DIN EN 60825-1: 2015-07に準拠のクラス1

許容周囲光 10,000 lx

電源電圧 11～30 DC V

消費電力 < 3 W (24V)

入力信号
HTL/TTL レーザ オン/オフ x 1; 

HTL/TTL 多機能入力 x 1：トリガ入力、スレーブ入力、ゼロ設定、マスタリング、ティーチ; 
RS422同期入力 x 1：トリガ入力、同期入力、マスタ/スレーブ、マスタ/スレーブ交互

デジタルインターフェース RS422 (18 bit) / PROFINET 3) / EtherNet/IP 3)

アナログ出力 4 ～ 20 mA / 0～ 5 V / 0～10 V（16 bit; 測定範囲内でスケーラブル自在） 

スイッチング出力 スイッチング出力 x 2（エラー値と限界値）：npn, pnp, push pull

同期 同時測定と交互測定において可能

接続 付属の14-pol ODUソケット付きケーブル 0.25 m;固定設置時最小曲げ半径 30 mm; 
オプションとして、3 m / 10 mへの延長可(接続ケーブルについては付属品を参照)

取り付け 固定用スルーホール3か所でネジ止め

温度範囲
保管時 -20 … +70 °C (結露厳禁)

運転時 0 … +50 °C (結露厳禁)

衝撃（DIN EN 60068-2-27） 3軸において 15 g / 6 ms

振動 (DIN EN 60068-2-6) 2 g / 20 … 500 Hz

保護等級 (DIN EN 60529) IP65

材質 亜鉛ダイキャスト・ハウジング

質量 約 550 g (ピグテール込み)

制御と表示素子

キーの選択と機能：インターフェースの選択用の選択&機能キー、マスタリング（ゼロ）、ティーチ、プリセット、 
品質スライダ、周波数選択、出荷時設定； 

WEBインターフェース 4)：用途別プリセット、 ピーク選択；ビデオ信号；選択自在なメッセージ； 
データ圧縮；セットアップ管理

電源/ステータス用 2 x カラーLED
FSO = 測定領域 
上記データは直接反射面に適用されます 
1) 工場出荷時の設定 5 kHz、工場出荷時の設定の変更には、IF2001 / USB コンバータ (オプション)が、必要です 
2) 測定レート 5 kHz、中央値 9 
3) インターフェースモジュール（付属品を参照）を介した接続 
4) PCへの接続はIF2001/USB（付属品を参照）を介して
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直接反射用の青色レーザセンサ
optoNCDT 2300-2DRは、反射する或いは光沢のある測定対象物の非
常にダイナミックな測定用に設計された高精度の三角測量式レーザ
センサです。このセンサは、測定対象物と平行に固定できるように設
計されているため、組み立て作業が大幅に簡略化できます。従来の三
角測量式レーザセンサとは異なり、optoNCDT 2300-2DRは、レーザの
直接反射を使用します。測定中、青色レーザは測定対象物から、直接、
受光レンズに対して反射されます。青色レーザ光により、非常に安定
した信号が受信エレメントにおいて得られます。その結果、センサは
ナノメートル範囲までの分解能を実現できます。光スポットが非常に
小さいため、極小の物体も検出できます。

反射する或いは光沢のある表面でも高速かつ正確
optoNCDT 2300-2DRは、測定レートを49.14 kHzまで設定できるた
め、ダイナミックなプロセス監視に適しています。アドバンスト・リアル
タイム表面補正（A-RTSC = Advanced Real-Time-Surface-Compen-
sation）は、実績のあるRTSCをさらに発展させたもので、様々な表面タ
イプにおいて、測定中のより正確なリアルタイム表面補正を可能にし
ます。 

このセンサは、例えば、ウェーハの距離測定などの生産監視、更には、
細かい部品の組立監視、コーティングされたガラスまでの距離測定な
どに用いられます。

コンパクト且つ組込可能
全エレクトロニクスが、コンパクトなセンサハウジング内に内蔵され
ていますが、これは、このセンサクラスでは、世界的にユニークです。
データは、Ethernet、RS422やEtherCATを介して出力されます。センサ
を換算ユニットC-BOX/2A（オプション）と併用する場合、アナログ出力
も可能です。全てのセンサ・コンフィグレーションを、使いやすくデザイ
ンされたWebインターフェースによって設定できます。

鏡面用の高精度な青色レーザセンサ
optoNCDT 2300-2DR

（単位mm、図は縮尺通りではない）

鏡面に対応

49.14 kHzまでの調整可能な
測定レート

アナログ (U/I) / RS422 / Ethernet / 
EtherCAT / PROFINET / EtherNet/IP

アドバンスト・ リアルタイム 
表面補正

分解能 0.03 µm

~50
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モデル ILD2300-2DR

測定範囲 1) 2 (1) mm

測定開始距離 1) 9 (9) mm

測定中心距離 1) 10 (9.5) mm

測定終了距離 1) 11 (10) mm

測定レート 7段階設定可: 49.14 kHz 2) / 30 kHz / 20 kHz / 10 kHz / 5 kHz / 2.5 kHz / 1.5 kHz

直線性
< ±0.6 µm

< ±0.03 % FSO

分解能 3） 0.03 µm

温度安定性 ±0.01 % FSO / K

スポット径 
(±10 %)

測定開始距離 21.6 x 25 µm

測定中心距離 8.5 x 11 µm

測定終了距離 22.4 x 23.7 µm

光源 半導体レーザ < 1 mW、405 nm (青紫)

レーザ安全クラス DIN EN 60825-1: 2015-07に準拠したクラス2

許容周囲光 10,000～40,000 lx

電源電圧 11～30 DC V

消費電力 < 2 W (24V)

入力信号 レーザ オン/オフ、同期入力、 トリガ入力

デジタルインターフェース RS422 (16 bit) / Ethernet / EtherCAT / PROFINET 4) / EtherNet/IP 4)

アナログ出力 4) 4～20 mA / 0 ...5 V / 0 ...10 V / ±5 V / ±10 V

同期 同時測定と交互測定において可能

接続 付属の14-polケーブルコネクタ付きピグテール0.25m;固定設置時最小曲げ半径 30 mm; 
オプションとして、3 m / 10 mへの延長可(接続ケーブルについては付属品を参照)

取り付け 固定用スルーホール3か所でネジ止め

温度範囲
保管時 -20 … +70 °C (結露厳禁)

運転時 0 … +50 °C (結露厳禁)

衝撃（DIN EN 60068-2-27） 3軸において 15 g / 6 ms

振動 (DIN EN 60068-2-6) 2 g / 20 … 500 Hz

保護等級 (DIN EN 60529) IP65

材質 アルミハウジング

質量 約 400 g (ピグテール込み)

制御と表示素子 セットアップ用Webインターフェイス：ユーザ管理、測定設定、データ出力、測定制御、パラメータ、追加装備：
ステータス用 2 x カラーLED/ Ethernet および EtherCAT

FSO = 測定範囲のフルスケール出力
上記データは直接反射面に適用されます 
1) 括弧中の値は、49.14 kHz用 
2) 測定範囲を縮小した場合の測定レート　49.14 kHz （括弧中） 
3) 測定レート20 kHz 
4) インターフェースモジュール（付属品を参照）を介した接続

特許を取得した青色レーザテクノロジー
Micro-Epsilonは、青色レーザセンサを使用した700℃以上の赤熱金
属や、プラスチック、接着剤、ガラスなどの透明な物体の測定タスクに
ついて、特許を取得しました。optoNCDT Blueレーザモデルは、これら
の表面上で優れた信号安定性を実現し、正確な測定結果を得ること
ができます。
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ロングレンジ・センサ optoNCDT 1710-50は、大きな測定距離を高い
精度で測定できる様に設計されています。optoNCDT 1760-1000セン
サは、1000mmまでの測定範囲に使用されます。両シリーズとも、様々
な材料表面に対する距離を非接触で測定します。

従来の三角測量式レーザセンサとは異なり、このロングレンジ・セン
サは測定対象物まで大きな距離を取ることができるため、より確実に
衝突を回避することができます。RTSCの内蔵により、変化する表面で
も正確な測定を可能にします。

測定範囲 測定開始距離 a e

50 550 13.35° 15.15°

1000 1000 7.45° 4.65°

大きな測定距離用のロングレンジ・センサ
optoNCDT 1710 / 1760

（単位mm、図は縮尺通りではない）

通常の表面用

最大7.5 kHzまでの調整可能
な測定レート

アナログ (U/I) / RS422 /  
PROFINET / EtherNet/IP 

リアルタイム表面補正

分解能は最大7.5 µm
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モデル ILD1710-50 ILD1760-1000

測定範囲 50 mm 1000 mm

測定開始距離 550 mm 1000 mm

測定中心距離 575 mm 1500 mm

測定終了距離 600 mm 2000 mm

測定レート 4段階設定可: 2.5 kHz / 1.25 kHz / 625 Hz / 312.5 Hz 0.3～7.5 kHzの間で無段階設定可

直線性
< ±50 µm < ±1000 µm

< ±0.1 % FSO

分解能 7.5 µm 1) 50 µm 2)

スポット径 
(±10 %)

測定開始距離

400 x 500 µm 2500～5000 µm測定中心距離

測定終了距離

光源 半導体レーザ < 1 mW、670 nm (赤)

レーザ安全クラス DIN EN 60825-1: 2015-07に準拠したクラス2

許容周囲光 10,000 lx

電源電圧 11～30 DC V

最大消費電流 150 mA (24 V) < 3 W (24V)

入力信号 ゼロ、レーザ オン/オフ

HTL/TTL レーザ オン/オフ x 1; 
HTL/TTL 多機能入力 x 1：トリガ入力、スレーブ入力、 

ゼロ設定、マスタリング、ティーチ; 
RS422同期入力 x 1：トリガ入力、同期入力、マスタ/スレーブ、 

マスタ/スレーブ交互

デジタルインターフェース RS422 (14 bit) / USB 3) RS422 (16 bit) / PROFINET 4) / EtherNet/IP 4)

アナログ出力 4～20 mA / 0～10 V 4 ～ 20 mA / 0～ 5 V / 0～10 V 
（16 bit; 測定範囲内でスケーラブル自在）

スイッチング出力 スイッチング出力 x 2（エラー値と限界値）：pnp、push pull

同期 同時測定と交互測定において可能

接続 付属の14-pol ODUソケット付きピグテール0.25 m;固定設置時最小曲げ半径 30 mm; 
(接続ケーブルについては付属品を参照)

取り付け 固定用スルーホール3か所でネジ止め

温度範囲
保管時 -20 … +70 °C (結露厳禁)

運転時 0 … +50 °C (結露厳禁)

衝撃（DIN EN 60068-2-27） 3軸において 15 g / 6 ms

振動 (DIN EN 60068-2-6) 2 g / 20 … 500 Hz

保護等級 (DIN EN 60529) IP65

材質 アルミハウジング

質量 約 800 g (ピグテール込み)

制御と表示素子

キーの選択と機能：出力タイプ、測定レート、 
平均化モード、平均化数、アナログエラー、同期、動作モード、 

トリガモード、ボーレート、データフォーマット; 
ILD1700ツールを使用したPCへの測定値表示;

ステータス表示用のカラーLED x 5

キーの選択と機能：インターフェース選択、マスタリング（ゼロ）
、ティーチ、プリセット、品質スライダ、周波数選択、出荷時設定; 

セットアップ用Webインターフェース 5)：用途別プリセット、 
ピーク選択、ビデオ信号、選択自在な平均化、 

データ圧縮、セットアップ管理; 
電源/ステータス用のカラーLED x 2

FSO = 測定範囲のフルスケール 
上記データは白色の拡散反射面（ILDセンサ用のMicro-Epsilonの基準セラミック）に適用されます 
1) 測定レート 2.5 kHz、平均せず
2) 測定レート 5 kHz、中央値 9 
3) PC 1700-3ケーブル/USBを介したUSB（付属品を参照）
4) インターフェースモジュール IF2030を介した接続
5) IF2001/USBを介したPCへの接続

大きな測定距離用のロングレンジ・センサ
optoNCDT 1710 / 1760
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大きな測定範囲用のレーザセンサ
optoNCDT 1750-500 / 1750-750
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optoNCDT 1750は、大きな測定範囲での高速かつ精密な測定に使用
される高性能三角測量式レーザセンサです。革新的な評価アルゴリズ
ムによって、このレーザセンサは高い精度とダイナミクス性を提供しま
す。センサの高性能レンズが、測定対象物上に小さなスポットを投影
するため、非常に小さな部品も確実に捕捉できます。 

このoptoNCDT 1750は、リアルタイム表面補正も備えています。このリ
アルタイム表面補正（RTSC = Real-Time-Surface-Compensation)機
能により、照射中に測定対象物の反射率を捕捉し、リアルタイムに制
御します。照射時間やレーザから照射される光量が、その時点に実施
されている照射サイクル用に最適化されます。その結果、変化する表
面を信頼性高く測定できます。
 

様々な出力信号により、センサをプラントや機械制御に組み入れるこ
とができます。アナログ電圧出力や電流出力、並びに、RS422インター
フェースが、センサの距離情報を提供します。optoNCDT 1750モデル
は、直感的なWebインターフェースを用いて操作できます。幅広い設
定オプションや評価オプションによって、optoNCDT 1750は、非常にダ
イナミックに工業用途に使用できる全ての前提条件を満たしていま
す。

（単位mm、図は縮尺通りではない）

通常の表面用

最大7.5 kHzの測定レート

アナログ (U/I) / RS422 /  
PROFINET / EtherNet/IP

リアルタイム表面補正

20 µmの繰り返し性

ケーブルカップリング
（センサ側）
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モデル ILD1750-500 ILD1750-750

測定範囲 500 mm 750 mm

測定開始距離 200 mm 200 mm

測定中心距離 450 mm 575 mm

測定終了距離 700 mm 950 mm

測定レート 1)
0.3～7.5 kHzの間で無段階設定可

6段階設定可: 7.5 kHz / 5 kHz / 2.5 kHz /1.25 kHz / 625 Hz / 300 Hz

直線性
< ±350 µm < ±670 µm

< ±0.07 % FSO < ±0.09 % FSO

再現性 2) 20 µm 30 µm

スポット径  
(±10 %)

測定開始距離

1300 µm 1500 µm測定中心距離

測定終了距離

光源 半導体レーザ < 1 mW、670 nm (赤)

レーザ安全クラス DIN EN 60825-1: 2015-07に準拠したクラス2

許容周囲光 10,000 lx

電源電圧 11～30 DC V

消費電力 < 3 W (24V)

入力信号
HTL/TTL レーザ オン/オフ x 1; 

HTL/TTL 多機能入力 x 1：トリガ入力、スレーブ入力、ゼロ設定、マスタリング、ティーチ; 
RS422同期入力 x 1：トリガ入力、同期入力、マスタ/スレーブ、マスタ/スレーブ交互

デジタルインターフェース RS422 (16 bit) / PROFINET 3) / EtherNet/IP 3)

アナログ出力 4 ～ 20 mA / 0～ 5 V / 0～10 V（16 bit; 測定範囲内でスケーラブル自在） 

スイッチング出力 スイッチング出力 x 2（エラー値と限界値）：npn, pnp, push pull

同期 同時測定と交互測定において可能

接続 付属の14-pol ODUソケット付きピグテール0.25 m;固定設置時最小曲げ半径 30 mm; 
オプションとして、3 m / 10 mへの延長可(接続ケーブルについては付属品を参照)

取り付け 固定用スルーホール3か所でネジ止め

温度範囲
保管時 -20 … +70 °C (結露厳禁)

運転時 0 … +50 °C (結露厳禁)

衝撃（DIN EN 60068-2-27） 3軸において 15 g / 6 ms

振動 (DIN EN 60068-2-6) 2 g / 20 … 500 Hz

保護等級 (DIN EN 60529) IP65

材質 アルミハウジング

質量 約 600 g (ピグテール込み)

制御と表示素子

キーの選択と機能：インターフェース選択、マスタリング（ゼロ）、ティーチ、 
プリセット、品質スライダ、周波数選択、出荷時設定; 

セットアップ用Webインターフェース 4)：用途別プリセット；ピーク選択；ビデオ信号； 
選択自在なメッセージ；データ圧縮；セットアップ管理

電源/ステータス用 2 x カラーLED
FSO = 測定領域 
上記データは白色の拡散反射面（ILDセンサ用のMicro-Epsilonの基準セラミック）に適用されます 
1) 工場出荷時の設定 5 kHz、工場出荷時の設定の変更には、IF2001 / USB コンバータ (オプション)が、必要です 
2) 測定レート 5 kHz、中央値 9 
3) インターフェースモジュール（付属品を参照）を介した接続 
4) PCへの接続はIF2001/USB(付属品を参照)を介して
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optoNCDT 2310-50 
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レンズ用窓 (ø35.5) 空きø30 レーザ用窓 (ø12.5) 空きø5

39 147 14

24
48

固定用ホール
ø6スルー、3x

95
190
195

（単位mm、図は縮尺通りではない）

ロングレンジ・センサシリーズ optoNCDT 2310は、大きな測定距離を
高い精度で測定できる様に設計されています。 

これらのセンサは、様々な材料表面に対する距離を非接触で測定し 
ます。従来の三角測量式レーザセンサとは異なり、このロングレンジ・
センサは測定対象物まで大きな測定距離を取ることができるため、よ
り確実に衝突を回避することができます。内蔵されたA-RTSCにより、
目まぐるしく変化する表面での測定が可能になります。

optoNCDT 2310 ロングレンジ・センサは、Webインターフェースを介
して操作でき、測定値や信号処理（ピーク選択、フィルタ、ビデオ信号
のマスキングなど）に関する多数のオプションが用意されています。

大きな測定距離用の精確なロングレンジ・センサ
optoNCDT2310

通常の表面用

49.14 kHzまでの調整可能な
測定レート

アナログ (U/I) / RS422 /  Ethernet / 
EtherCAT / Profinet / EtherNet/IP

アドバンスト・リアルタイム表
面補正

分解能 0.5 µm

3x ø4.5mm
ホール

測
定

開
始

距
離

optoNCDT 2310-10/2310-20/2310-40

150

75

140
130

91.6

5

18
.5

40

70 80

ø5
15

35

17
.5

測定範囲

~50

ø1
6

ケーブルカップリング（センサ側）
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モデル ILD2310-10 ILD2310-20 ILD2310-40 ILD2310-50

測定範囲 1) 10 (5) mm 20 (10) mm 40 (20) mm 50 (25) mm

測定開始距離 1) 95 (100) mm 90 (100) mm 175 (195) mm 550 (575) mm

測定中心距離 1) 100 (102.5) mm 100 (105) mm 195 (205) mm 575 (587.5) mm

測定終了距離 1) 105 (105) mm 110 (110) mm 215 (215) mm 600 (600) mm

測定レート 7段階設定可: 49.14 kHz 2) / 30 kHz / 20 kHz / 10 kHz / 5 kHz / 2.5 kHz / 1.5 kHz

直線性
< ±3 µm < ±6 µm < ±12 µm < ±50 µm

< ±0.03 % FSO < ±0.1 % FSO

分解能 0.5 µm 1 µm 3) 2 µm 7.5 µm

スポット径 
(±10 %)

測定開始距離

400 x 500 µm

200 µm 230 µm

400～500 µm測定中心距離 60 µm 210 µm

測定終了距離 200 µm 230 µm

光源 半導体レーザ < 1 mW、670 nm (赤)

レーザ安全クラス DIN EN 60825-1: 2015-07に準拠したクラス2 / オプションでクラス3R

許容周囲光 10,000～40,000 lx

電源電圧 11～30 DC V

消費電力 < 3 W (24V)

入力信号 レーザ オン/オフ、同期入力、 トリガ入力

デジタルインターフェース RS422 (16 bit) / Ethernet / EtherCAT / PROFINET 4) / EtherNet/IP 4)

アナログ出力 4) 4～20 mA / 0 ...5 V / 0 ...10 V / ±5 V / ±10 V

同期 同時測定と交互測定において可能

接続 付属の14-pol ODUソケット付きピグテール0.25 m;固定設置時最小曲げ半径 30 mm; 
(接続ケーブルについては付属品を参照)

取り付け 固定用スルーホール3か所でネジ止め

温度範囲
保管時 -20 … +70 °C (結露厳禁)

運転時 0 … +50 °C (結露厳禁)

衝撃（DIN EN 60068-2-27） 3軸において 15 g / 6 ms

振動 (DIN EN 60068-2-6) 2 g / 20 … 500 Hz

保護等級 (DIN EN 60529) IP65

材質 アルミハウジング

質量 約 550 g (ピグテール込み)

制御と表示素子 セットアップ用Webインターフェイス：ユーザ管理、測定設定、データ出力、測定制御、パラメータ、追加装備：
ステータス/用 2 x カラーLED/ Ethernet および EtherCAT

FSO = 測定範囲のフルスケール出力 
上記データは白色の拡散反射面（ILDセンサ用のMicro-Epsilonの基準セラミック）に適用されます 
1) 括弧中の値は、49.14 kHz用 
2) 測定範囲を縮小した場合の測定レート　49.14 kHz （括弧中） 
3) 測定レート10 kHz、平均せず 
4) インターフェースモジュール（付属品を参照）を介した接続
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全optoNCDTシリーズ用のオプションパーツ
電源ユニット
 �  PS2020（電源装置 24 V / 2.5 A; 入力 100～240 VAC、 
出力 24 VDC / 2.5 A; 左右対称の標準レール 35 mm x 7.5 mmへの 
取り付け、DIN 50022）

1220 / 1320シリーズの付属品 
保護フィルム
 �透明な保護フィルム 32 x 11 mm、ILD1x20用

1420シリーズの付属品 
 電源及び出力ケーブル、ケーブルキャリヤでも使用可能
 � PCF1420-1/I (1 m、出力 4 ...20 mA)
 � PCF1420-1/I(01) (1 m、出力 4... 20 mA)
 � PCF1420-3/I (3 m、出力 4 ...20 mA)
 � PCF1420-6/I (6 m、出力 4 ...20 mA)
 � PCF1420-10/I (10 m、出力 4 ...20 mA)
 � PCF1420-15/I (15 m、出力 4 ...20 mA)
 � PCF1420-3/U (3 m、内蔵された抵抗、出力 1 ...5 VDC)*
 � PCF1420-6/U (6 m、内蔵された抵抗、出力 1 ...5 VDC)*
 � PCF1420-10/U (10 m、内蔵された抵抗、出力 1 ...5 VDC)*
 � PCF1420-15/U (15 m、内蔵された抵抗、出力 1 ...5 VDC)*
 � PCF1420-3/IF2008 (3 m、インターフェースと電源ケーブル)
 � PCF1420-6/IF2008 (6 m、インターフェースと電源ケーブル)
 � PCF1420-10/IF2008 (10 m、インターフェースと電源ケーブル)
 � PCF1420-3/C-Box (3 m)

* 特注 2 ...10 VDCも可

 電源と出力ケーブル、ロボットでも使用可能 
(オプション 90°ソケット付き)
 � PCR1402-3/I (3 m)
 � PCR1402-6/I (6 m)
 � PCR1402-8/I (8 m)

保護フィルム
透明な保護フィルム 32 x 11 mm、ILD1x20用

1710 / 1750 / 1760シリーズの付属品
電源及び出力ケーブル、ケーブルキャリヤでも使用可能
 � PC1700-3 (3 m)
 � PC1700-10 (10 m)
 �  PC1700-10/IF2008 (10 m、IF2008を用いる場合用)
 � PC1750-3/C-Box (3 m)
 � PC1750-6/C-Box (6 m) 
 � PC1750-9/C-Box (9 m)

電源及び出力ケーブル、ロボットでも使用可能
 � PCR1700-5 (5 m)
 � PCR1700-10 (10 m)

電源及び出力ケーブル、200°Cまでの耐熱
 � PC1700-3/OE/HT (3 m) 
 � PC1700-6/OE/HT (6 m)
 � PC1700-15/OE/HT (15 m)

保護ハウジング
 � SGH (サイズSとM)
 � SGHF (サイズSとM)
 � SGHF-HT

1900シリーズの付属品
電源及び出力ケーブル、ケーブルキャリヤでも使用可能
 �  PC1900-3/IF2008 電源/出力ケーブル 3 m
 � PC1900-6/IF2008 電源/出力ケーブル 6 m
 � PC1900-9/IF2008 電源/出力ケーブル 9 m
 � PC1900-15/IF2008 電源/出力ケーブル 15 m
 � PC1900-3/Cボックス 電源/出力ケーブル 3 m
 � PC1900-6/Cボックス 電源/出力ケーブル 6 m
 � PC1900-9/Cボックス 電源/出力ケーブル 9 m
 � PC1900-15/Cボックス 電源/出力ケーブル 15 m
 � PC1900-3/OE 電源/出力ケーブル 3 m
 � PC1900-6/OE 電源/出力ケーブル 6 m
 � PC1900-9/OE 電源/出力ケーブル 9 m
 � PC1900-15/OE 電源/出力ケーブル 15 m
 � PC1900-IE-3/OE-RJ45 Ethernetケーブル 3 m
 � PC1900-IE-6/OE-RJ45 Ethernetケーブル 6 m
 � PC1900-IE-9/OE-RJ45 Ethernetケーブル 9 m 
 � PC1900-IE-3/RJ45 Etherneケーブル 3 m
 � PC1900-IE-6/RJ45 Etherneケーブル 6 m
 � PC1900-IE-9/RJ45 Etherneケーブル 9 m

保護フィルム
 �透明な保護フィルム 52 x 15 mm、ILD1900用

2300 / 2310シリーズの付属品
電源と出力ケーブル
 �  PC2300-0.5Y (PCやSPSへの接続ケーブル； 
作動には、更にPC2300-3/SUB-Dも必要)
 �  PC2300-3/SUB-D (3 m、作動には、 
更にPC2300-0.5Yも必要)
 �  PC2300-3/IF2008 (インターフェースと電源ケーブル)
 � PC2300-3/OE (3 m)
 � PC2300-6/OE (6 m)
 � PC2300-9/OE (9 m)
 �  PC2300-15/OE (15 m)
 � PC2300-3/C-Box/RJ45 (3 m)

* カスタマイズされたケーブル長も可

電源及び出力ケーブル、200°Cまでの耐熱
 � PC2300-3/OE/HT (3 m)
 � PC2300-6/OE/HT (6 m)
 � PC2300-9/OE/HT (9 m)
 � PC2300-15/OE/HT (15 m)

保護ハウジング
 � SGH (サイズSとM)
 � SGHF (サイズSとM)
 � SGHF-HT

付属品
optoNCDT



無料ダウンロード
センサを既存のソフトウェアや自作のソフトウェアに簡単に
統合するためのソフトウェアツール、ドライバ、文書化されて
いるドライバDLLは、すべて以下のリンクから無料で入手でき
ます：
www.micro-epsilon.jp/download

sensorTOOL
Micro-EpsilonのsensorTOOLは、1台または複数台のoptoNCDTセンサの操作に使用
できるパワフルなソフトウェアです。このsensorTOOLを使ってPCに接続されているセ
ンサにアクセスし、センサの完全なデータストリームを表示し、ファイル（Excel互換の
CSV形式）に保存することができます。センサの設定はセンサのWebインターフェース
で行います。
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厳しい環境に対応した保護ハウジング 
過酷な環境でoptoNCDTレーザセンサを保護するための保護ハウジ
ングをご用意しています。 

SGHバージョン： 
保護ハウジング SGHはセンサを覆うためのもので、交換可能な保護ウ
ィンドウが装備されています。  
防水ハウジングが、センサを溶剤や洗剤から保護します。 

以下のモデル用のサイズS：
 � 1750-20BLおよび1750-200BL
 �  2300-2、2300-5、2300-10、2300-20、2300-50、2300-100 
 � 2300-2LL、2300-10LL、2300-20L、2300-50LL
 � 2300-2BL、2300-5BL、2300-10BL

以下のモデル用のサイズM：
 � 1750-500BLおよび1750-750BL
 � 1750 500および1750-750
 � 2300-200および2300-300
 � 2310-10、2310-20、2310-40

SGHFバージョン： 
窓と圧縮空気用ジョイントを備えたこのバージョンは、高温環境に最
適です。圧縮空気冷却が、ハウジングに組み込まれているため、セン
サを最適に保護できます。 

以下のモデル用のサイズS：
 � 1750-20BLおよび1750-200BL
 � 2300-2、2300-5、2300-10、2300-20、2300-50、2300-100 
 � 2300-2LL、2300-10LL、2300-20L、2300-50LL
 � 2300-2BL、2300-5BL、2300-10BL

以下のモデル用のサイズM：
 � 1750-500BLおよび1750-750BL
 � 1750 500および1750-750
 � 2300-200および2300-300
 � 2310-10、2310-20、2310-40

SGHF-HTバージョン：:
窓と圧縮空気用ジョイントを備えたこの水冷保護ハウジングは、 
周辺温度200°Cまでの測定用に設計されています。 

以下のモデルに最適：
 � 1710-50および1710-1000
 � 1710-50BLおよび1710-1000BL
 � 1750-500および1750-750
 � 1750-500BLおよび1750-750BL
 � 2300-200および2300-300
 � 2310-50BL
 � 2310-10、2310-20、2310-40、2310-50

冷却水最高温度 T(max) = 10°C
最小水流 Q(min) = 3 L/分

SGHF サイズS (140 x 140 x 71 mm)

SGH サイズS (140 x 140 x 71 mm)

SGHF サイズM (180 x 140 x 71 mm)

SGH サイズM (180 x 140 x 71 mm)

SGHF-HT (260 x 180 x 154 mm)
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付属品
optoNCDT



インターフェースモジュール
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モジュール optoNCDT 
1220

optoNCDT 
1320

optoNCDT 
1420

optoNCDT 
1710

optoNCDT 
1750

optoNCDT 
1900

optoNCDT 
2300

optoNCDT 
2310

C-Box/2A
最大2つまでのセンサ信号を換算し、 
変換するコントロールユニット

x x a x a a a a

IF2001/USB
デジタル信号をUSB変換する 
RS422/USBコンバータ

a a a a a a a a

IC2001/USB
シングルチャンネルのRS422/USB変換ケーブル a a a a a a a a

IF2004/USB
最大４つのデジタル信号をUSB変換する 
RS422/USBコンバータ

x x a a a a a a

IF2008/ETH
8台までのセンサのEthernet接続のためのインター 
フェースモジュール

x x a x a a a a

IF2008PCIE 
複数のセンサ信号を演算するためのインターフェー 
スカード; アナログ/デジタルインターフェース

x x a a a a a a

IF2030/PNET
産業用Ethernet (PROFINET)への接続用インターフェー 
スモジュール

a a a x a a a a

IF2030/ENETIP
産業用Ethernet (EtherNet/IP)への接続用インターフェー
スモジュール

a a a x a a a a

C-Box/2A 2系統までのセンサ信号用のD/A変換と換算用のコントローラ
C - B o x / 2 A は 、2 系 統 の デ ジタル 入 力 信 号 の 高 速 D / A 変 換また は 2
系 統 のデジタル センサ 信 号 の 演 算 に 用 いられ 、o p t o N C D T  1 4 2 0、 
1750、1900、2300モデルと互換性があります。C-Box/2Aおよび接続されてい
るセンサは、Webインターフェースを介して操作することができます。平均の
算出のみならず、厚み、直径、段差、または勾配も算出できます。D/A変換は
16 Bit、最大70 kHzで行われます。 

特徴
 �トリガ入力
 �多機能出力
 �  Ethernet、USB接続、アナログ4経由の測定値出力。20 mA / 0～5 V / 0 ...10 
V / ±5 V / ±10 V (Webインターフェースを介して スケーリング 可能)
 �センサ用またはC-Box/2Aのステータス用のスイッチング出力 x 2
 � 3つの出力インターフェース上での並列データ出力

RS422

RS422
USB

アナログ(U/I)

Ethernet

+/-
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IF2008PCIe / IF2008E 
同期データ収集用インターフェースカード
複数のレーザセンサを用いて平面や厚さを測定する場合、完全に
同期されたデータの取得は不可欠です。インターフェースカード
IF2008PCIeは、PC内への組み込み用に設計されており、4系統のデ
ジタルセンサ信号と2台のエンコーダを同期させることができます。 
データは、PCのリソースをブロック単位で節減して処理できるよ
う、FIFOメモリに格納されます。拡張カードIF2008Eを用いれば、追加
2系統のデジタルセンサ信号と2系統のアナログセンサ信号、8系統の
I/O信号を捕捉することができます。 

特徴
 � IF2008PCIe - ベース基板：4系統のデジタル信号と2つのエンコーダ
 �  IF2008E - 拡張カード：2系統のデジタル信号、2系統のアナログ信
号、8系統のI/O信号

IF2030 
産業用Ethernet への接続用インターフェースモジュール
IF2030シリーズのインターフェースモジュールは、Micro-Epsilonの
センサをプラント制御システムなどの産業用Ethernetベースのフィ
ールドバス環境への容易な接続のために開発されたモジュールで
す。PROFINETおよびEtherNet/IPモジュールは、データをRS422または
R485インターフェース経由で出力するセンサと互換性があります。こ
れらのモジュールはセンサ側で最大4 Mbaudで動作し、様々なネット
ワークトポロジに対応した2つのネットワークポートが装備されてい
ます。制御キャビネットへの設置はDINレールを使用して行います。

IF2008/ETH 
8台までのセンサをEthernetで接続するための 
インターフェースモジュール IF2008/ETH 
IF2008/ETHを使って、最大8台のセンサおよび/またはRS422インター
フェース搭載のエンコーダをEthernetネットワークに統合できます。 
プログラム可能な4つのスイッチング入力またはスイッチング出力

（TTLおよびHTLロジック）を利用することができます。10個の表示
LEDから、チャンネルおよびデバイスステータスをモジュールで直接
読み取ることができます。さらに、Ethernetを介したデータの取得と出
力は最大200 kHzの高速で行われます。インターフェースモジュール
のパラメータ設定は、Webインターフェース経由でスムーズに行うこ
とができます。

RS422
EtherNet/IP

PROFINET

付属品
optoNCDT

RS422 EtherNet

インターフェースカード
IF2008PCIe, IF2008E
個別の信号算用
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IF2004/USB：RS422からUSBへの4xコンバータ
RS422/USBコンバータは、4台までのレーザ光学センサのデジタル信
号をUSBデータパッケージに変換します。このコンバータは、更なるコ
ンバータを接続するための4つのトリガ入力と1つのトリガ出力を備え
ています。データは、USBポートを介して出力されます。コンバータお
よび接続されているセンサは、ソフトウェアによってパラメータ化する
ことができます。

特徴
 � RS422を介した4つのデジタル信号
 � 4つのトリガ入力と1つのトリガ出力
 �同期したデータ取得
 � USBを介したデータ出力

IF2001/USB：RS422からUSBへのコンバータ
RS422/USBコンバータは、1台のレーザ光学センサのデジタル信号を
USBデータパケットに変換します。そのために、センサはコンバータの
RS422インターフェースに接続されます。 

データはUSBポートを介して出力されますが、レーザのオン/オフ、ス
イッチング信号、機能出力などのその他の信号と機能はコンバータを
通過します。コンバータおよび接続されているセンサは、ソフトウェア
によってパラメータ化することができます。 

特徴
 �頑丈なアルミニウム製ハウジング
 �ねじ込み端子による容易なセンサ接続（プラグ＆プレイ）
 � RS422からUSBへの変換
 � 9.6 kBaudから12 MBaudまでのボーレートをサポート

RS422 USB

RS422

RS422

RS422

RS422

USB

IC2001/USB：RS422からUSBへのシングルチャンネル変換ケーブル
シングルチャンネル変換ケーブル IC2001/USBは、RS422インター
フェースが搭載されたoptoNCDTセンサのUSB接続に使用します。 
このケーブルは簡単に取り付けることができるため、機械やシステム
への組み込みにも使用できます。

特徴
 � 5心のインターフェースケーブル（外被シールドなし）
 � RS422からUSBへの変換
 � USBによる容易なセンサ接続
 � 9.6 kBaudから1 MBaudまでのボーレートをサポート

RS422 USB
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保証について
①製品の保証期間については、出荷後１年とさせて頂きます。
②製品の保証範囲は、①の保証期間中に製造者の責により故障が生じた場合は、製品の故障部分の修理、又は製品内の部品交換を行います。
　 但し、以下に該当する場合は、保証範囲適用外とさせて頂きます。 

a)製品の仕様値または、別途取り交わした仕様書などで確認された以外の不適当な条件、環境、取扱い、又は使用による場合。 
b)故障の原因が納入品以外の事由による場合。 
c)当社以外による納入品の改造または修理による場合。 
d)センサ製品本来の使用方法以外の使用による場合。 
e)出荷当時の技術水準では予見できなかった理由による場合。 
f)その他、天災、災害などで、製造者側の責にあらざる場合。

③製品の保証とは、センサ製品単体の保証を意味するものです。当製品の特定用途での適合性や製品により発生する二次的価値の保証、
　損失の補償は致しかねます。また、きわめて高い信頼性、安全性が要求される用途、人命にかかわる用途（原子力、航空宇宙、社会基盤施設)を目的として設計、製造
　された製品では有りません。
　このような環境下での使用については保証の適用範囲外とさせて頂きます。

Micro-Epsilon Japan株式会社　東京オフィス
〒101-0047
東京都千代田区内神田1-15-2
神田オーシャンビル 2F
TEL: 03 3518 9868 ·  FAX: 03 3518 9869
info@micro-epsilon.jp ·  www.micro-epsilon.jp

Micro-Epsilon Japan株式会社
〒564-0063
大阪府吹田市江坂町1丁目23-43
ファサード江坂ビル 10F
TEL: 06 6170 5257 ·  FAX: 06 6170 5258
info@micro-epsilon.jp · www.micro-epsilon.jp

マイクロエプシロン社のセンサとシステム

変位、位置、寸法向けのセンサとシステム 非接触測定向けのセンサと測定装置 品質管理のための測定および検査システム

光式マイクロメータ、光ファイバ 
測定/試験増幅器

色識別用センサ、LEDアナライザ、インライ
ン色分光計 

寸法検査および表面検査のための3D測定
機器


